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○総 論 

（１）マニュアルの目的 

 宮城県に地震が発生した場合，管理している汚水処理施設の点検や調査はどうや

って行うのか、また、注意すべき点について，本マニュアルは被災後の点検および

調査方法や被災の判定についてまとめている。 

 

（２）マニュアルの活用 

 一口に汚水処理施設といっても，処理方式等により違いがある。また，地震災害

後の施設の点検・調査をまとめたマニュアルは、現在下水道以外にない。下水道類

似施設等においては，本マニュアルを参考資料とし、各施設毎に点検・調査マニュ

アルを作成する。 

 



 

目 次 

第１章 被災後の対応計画................................................ 1 

第２章 処理場・ポンプ場施設の点検・調査 ................ 3 

第３章 管渠施設の点検・調査 ...................................... 12 

第４章 様式集 ................................................................. 20 

 



- 1 - 

 

第１章 被災後の対応計画 
（１）被災後の対応計画 

 

 ①施設の地震被害の状況把握と復旧対応等については３段階に大別される。 

②本マニュアルは，震災復旧第２段階までを対象とする。 

 

 ○震災復旧の各段階とその内容 

各 段 階 内   容 

震災復旧の第１段階  震災復旧の第１段階においては，できるだけ短時

間に施設の被災状況の概略を把握するため「緊急調

査」を行い，以後の対応・復旧基本方針を定めると

ともに，大きな人的災害につながる二次災害の危険

性を適切に判定し，必要に応じて「緊急措置」を行

う。 

 処理場及びポンプ場においては，緊急調査の前に

人的災害につながる二次災害の未然防止並びに緊急

調査における安全確保のための「緊急点検」を行

う。 

震災復旧の第２段階  震災復旧の第２段階においては，施設全体の被災

状況の把握と大きな機能障害につながる二次災害の

未然防止のための「応急調査」を行い，二次災害の

危険性，施設復旧の緊急性，施設の用途，重要度，

本復旧までの工期等に基づいて応急復旧の必要性を

判断する。 

応急復旧が必要な場合には，応急復旧の優先順位

及び復旧水準を定め，適切な工法で「応急復旧」を

行う。 

震災復旧の第３段階  震災復旧の第３段階においては，施設の重要性，

被災の箇所及びその程度，復旧の難易度，施設の将

来計画を考慮して本復旧水準を定めるとともに，地

域の将来計画・復興計画を考慮して「本復旧」を行

う。 

参考；下水道地震対策マニュアル H9.8 （社）日本下水道協会 

 



- 2 - 

 ○震後の行動計画フロー（施設別） 

 

参考；下水道地震対策マニュアル H9.8 （社）日本下水道協会 
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第２章 処理場・ポンプ場施設の点検・調査 
処理場・ポンプ場施設復旧の第１段階 

 

（１）緊急点検 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 4 

（２）緊急点検の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 5 

（３）緊急調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 5 

（４）緊急調査の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 5 

（５）緊急措置のための判定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 6 

（６）緊急措置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 7 

 

処理場・ポンプ場施設復旧の第２段階 

 

（７）応急調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 8 

（８）応急調査の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 8 

（９）応急復旧工事のための判定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p 8 

（10）応急復旧工事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p10 

（11）調査復旧資器材の使用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p11 
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○ 処理場・ポンプ場編 

 

（１）緊急点検 

 

１）緊急点検の着眼点 

①緊急点検は，処理場，ポンプ場において人的被害につながる二次災害の

未然防止と緊急調査における安全確保を目的として，地震発生後直ちに行う

べき作業である。 

②緊急点検を行う箇所は，次の通りである。 

ａ）機械設備 

１：火災及び爆発の恐れのある設備 

消化ガスホルダー，余剰ガス燃焼装置，脱硫装置，ボイラ，焼却炉，

燃料貯蔵タンク，燃料サービスタンク，都市ガス設備，特殊ガス設備

（水質試験用）等 

２：劇薬を扱っている設備 

塩素消毒設備，脱臭設備，水質試験設備等 

３：その他 

流入ゲート，放流ゲート等 

 これらの箇所に対しては必要に応じて，速やかに元弁の完全閉止や

機器の運転停止等の措置を講ずる。 

 

ｂ）電気設備 

１：中央監視設備 

主要電気設備の稼動状態 

２：火災の恐れのある設備 

受変電設備（変圧器，遮断機，コンデンサー等） 

３：漏洩により火傷等の二次災害を引き起こす恐れのある設備 

制御電源設備（蓄電池） 

４：防災設備 

防災設備，非常用通信設備 

 これらの箇所に対しては，安全確認のための緊急点検を行い，必要

な措置を講ずる。 
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（２）緊急点検の実施 

 
   緊急点検は，以下の様式を用いて行う。 
【様式-2，様式-10：緊急点検表（機械）】 
【様式-3，様式-11：緊急点検表（電気）】 

 

（３）緊急調査 

 

１）緊急調査の着眼点 

①緊急調査は，被害状況の概要把握と大きな機能障害につながる二次災害の

未然防止を目的として行う調査であるため，軽微な被害にとらわれることな

く，処理場機能に重大な影響を与える可能性のある被害に着目することが重

要である。 

②調査の方法は，主として目視（外観点検）によるものとし安全が確認され

るまで，原則として機器の運転は一旦停止する。 

③緊急調査は，次の事項に着目して行う。 

ａ）調査箇所 

１：被害発生想定箇所の調査を優先する。 

２：鉄筋コンクリート構造物のクラック発生箇所，エキスパンションジョイ

ント部 

３：各部材の耐力における安全性の調査 

４：機械設備・電気設備全体の被害状況の把握 

ｂ）調査内容 

１：土木構造物は，全施設の調査。 

２：亀裂，せん断破壊の確認，留め金具等 

３：内外装材，建具，カーテンウォール等 

４：設備機器，配管，バルブ等 

 

（４）緊急調査の実施 

 

緊急調査は，以下の様式を用いて行う。 

【様式-4，様式-12：緊急調査表（土木，建築）】 

【様式-5，様式-13：緊急調査表（機械）】 

【様式-6，様式-14：緊急調査表（電気）】 
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（５）緊急措置のための判定 

 

①緊急措置を行うか否かの判定は，次の項目により行う。 

ａ）土木構造物，建築物に与える影響 

１：耐震上の弱点となりやすい構造物の接続部，エキスパンションジョイント

部，開口部等の施工上の弱点箇所 
２：建築物の建具，カーテンウォール等の二次部材 

ｂ）建築設備，電気設備に与える影響 

１：機器の基礎の傾斜，移動，転倒及び漏洩，漏ガス，破損等 

ｃ）周辺施設に与える影響 

１：塩素ガス，重油などの遺漏による周辺施設への影響の可能性有無 

２：下水の流出による周辺環境の汚染の可能性有無 

②被害程度の判定は，以下の処理場・ポンプ場施設の被害程度の目安を参考と

し，緊急措置方法を検討する。 

  

○処理場，ポンプ場施設の被害程度の目安 

施設の区分 調査項目 被害程度 

構造物建築物 壁，スラブのひびわれ発生，漏水，不同沈下 

エキスパンションジョイント部のずれ 

備品，工具類の転倒 

二次部材（内外装材，建具等）の破損，脱落 

主要部材（柱，梁等）の損傷，亀裂 

 

機械設備 機器と配管接続部のずれ 
エキスパンションジョイント部のずれ 
配管類の破損 
油，薬液，ガス等の漏洩 
機器と基礎のずれ 
塔状装置類（高架水槽等）の転倒，落下 
薬液タンク，ガスボンベ等の転倒 
機器と電動機の軸接続部のひずみ 

 

電気設備 停電，盤の傾き，ずれ 
機器と基礎のずれ 
ケーブルの損傷 
器具（電灯，感知器等）の脱落，破損 

 

周辺施設 下水の流出による汚染 
塩素ガス，重油などの遺漏による周辺施設への

影響 

 

（注）被害程度欄への記載例を以下に示すが，内容については各処理場の実情を考慮して適宜作成する。 

 Ａ：正常 

 Ｂ：異常が認められるが，当面供用可能 

 Ｃ：供用不可能であるが，軽微な復旧措置により供用可能 

 Ｄ：供用不可能であり，大規模な改修措置が必要 

 Ｅ：放置すると危険 
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（６）緊急措置 

 

①緊急措置をとる必要があると判定した箇所には，被害の状況に応じた緊急措

置をとる。 

  ②緊急措置は以下の緊急措置の例を参考とする。 

  

○緊急措置の例（重大な機能障害に対する措置） 

設 備 被 害 の 例 着 眼 点 判 定 緊急措置の例 

土木構造物 主要構造物（柱，梁，

壁，スラブ）の破損，欠

損 

復旧活動時，避難活動時の

人的災害防止 

立入禁止の可・否 立入禁止 

機械設備 構造物の不同沈下及びポ

ンプ配管の破損 

配管，配線及び，主要機器

の脱落，転倒 

運転の可・否 運転停止 

保護継電器動作による停

電は，その設備個所，原

因確認まで遮断器施錠，

送電禁止，あるいは立入

り禁止等標識の取付け，

関係者へ周知徹底する。

中央監視室等にて停電状況

の総合把握を行う。 

電力側か場内か，かつ部分

的か保護継電器の動作によ

る場合は，実際に変電所又

は電気室等で変圧器や盤類

の被害状況を確認し，不要

動作かどうかを判定する。 

電力側停電時は，自家発

電設備を起動（自動起動

の場合も多い）する。 

停電復旧が長引きそうか。 電力側の停電状況並びに自

家発電設備の運転の継続に

関する判定を行う。（冷却

水及び燃料の確保状況） 

流入ゲート閉（TM/TC正常

時は関連ポンプ場を停

止） 

停電 

受変電，配電設備におい

て，部分的に被害を受けて

いるか。 

負荷の制限（1/2系列処理

等）が必要か否か判定す

る。 

受変電設備，２バンク中

１バンクで受電する。配

電ルートを変更する等。

電気設備 

高圧盤類の傾きや，ずれ 盤内装備機器に異常がない

か，また盤への引込み，あ

るいは連絡ケーブルへの過

張力の有無を調査する。 

盤内の相間短絡または，ケ

ーブル端子部分や，ケーブ

ルでの短絡の危険性の有無

を判定する。 

電源側遮断器等より遮断

または，端子部分で切り

離し，標識を取付け関係

者へ周知徹底させる。 

 

 ○緊急措置の例（二次災害等の危険性に対する措置） 

設 備 被 害 の 例 着 眼 点 判 定 緊急措置の例 

高潮・津波

など 

高潮・津波等による精神

的パニック 

緊急避難及び警戒体制の確

立 

管内放送による情報の伝

達（ラジオ放送） 

人的災害防止 構造物の二

次部材 

建具，仕上材，カーテン

ウォール等の二次部材の

破壊，脱落 
処理場機能の維持 

立入禁止の可・否 運転停止 

感電等人的被害 充電部露出等はないか 場内緊急調査により電気設

備機器，ケーブル，架線類

での充電部分露出あるいは

それに移行する危険性はな

いか，チェックし判定す

る。 

状況により立入禁止また

は当該部分の送電停止措

置を行う。 

流入ゲート不調，閉塞せ

ず 

停電継続中 溢水により，処理場施設や

住民へ被害が波及するか否

か判定する。 

エンジンポンプを仮設置

し（または消防ポンプ）

揚水。 

電気設備 

揚水不能（自然流下） 
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（７）応急調査 

 

１）応急調査の着眼点 

①応急調査は，緊急調査をもとに，処理場施設の暫定的な昨日回復を目的と

して行う調査であるため，機能的に重要度の高い施設および設備に関する被害

に着目することが重要である。 

②応急調査は，処理場施設の暫定的な機能を回復するために行う調査であり，

緊急調査よりさらに詳しく調べる。 

   ③応急調査は，以下の事項に着目して行う。 

１：土木，建築関連（処理場施設の壁の漏水，クラック発生の程度，エ

キスパンションジョイント部のズレの程度及び，扉の開閉状況の確認等） 

２：機械設備（処理場施設の機能を回復させるため，重要度の高い機器，

配管を優先して調査） 

３：電気設備（緊急調査により判明した電気設備の被害の内容程度を調

査し，応急復旧を行いやすい判定資料とする）  

 

（８）応急調査の実施 

 

応急調査は，以下の様式を用いて行う。 

【様式-7，様式-15：応急調査表（土木，建築）】 

【様式-8，様式-16：応急調査表（機械）】 

【様式-9，様式-17：応急調査表（電気）】 

 

（９）応急復旧工事のための判定 

 

①応急復旧工事は，本復旧工事までの一時的な処理場機能の確保を目的とし

て行う工事である。 

②応急復旧工事を行うか否かの判定評価項目は，次のとおりであるが，特に

処理場本来の機能である処理，排除機能を優先に考慮して判定する。 

   １：処理場施設の構造的な被害程度 

   ２：設備機器，配管等の被害程度 

   ３：処理場施設の機能的な被害程度 

   ４：周辺施設に与える影響 

   ③被害程度の判定は，ｐ10の処理場・ポンプ場施設の被害程度の目安を参考

とし，応急復旧工法を検討する。 
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○処理場・ポンプ場施設の被害程度の目安（応急調査） 

 調査項目 被害程

度 

下水道の構

造的な被害

の程度 

 

a)土木，建築 

沈砂池．ポンプ室-------------- 外壁部クラック発生 

管  廊  -------------------- クラックの発生 

外 装 材 -------------------- 亀裂，欠損の程度 

 

b)機械設備 

ポンプ設備 ------------------- 運転の続行可能か 

ゲート   ------------------- ゲートの開閉可能か 

 

c)電気設備 

受変電設備 ------------------- 使用（受配電）可能

か 

時か発電設備------------------- 運転可能か 

 

処理場施設

の機能的な

被害 

「処理場施設の機能」 

揚水（排水）機能，一次処理（沈殿）機能，二次処理機

能，消毒機能，汚泥処理機能等に大別される。 

処理場施設は，種々の構造物や設備があり，これらはシ

ステムとして機能したため，一部分の被害がシステム全

体に影響を及ぼすこともある。 

 そのため一部分の被害に対しては，各施設の能力を把

握して，系列運転を検討する。 

 

周辺施設に

与える影響 

揚水機能の低下-------- 周辺地区の浸水を引き起こし

道路の通行障害にもつながる 

水処理機能，消毒機能の低下------- 放流水域の水質汚

濁，伝染病の発生につながる 

 

（注）被害程度欄への記載例を以下に示すが，内容については各処理場の実状を考慮し

て適宜作成する。 

Ａ：正常 

Ｂ：異常が認められるが，当面供用可能 

Ｃ：供用不可能であるが，軽微な復旧措置により供用可能 

Ｄ：供用不可能であり，大規模な改修措置が必要 

Ｅ：放置すると危険 
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（10）応急復旧工事 

 

  ①応急復旧工事を行うと判定した箇所には，被害状況に応じた工事を実施する。 

  ②応急復旧工事は，以下の例を参考とする。 

○応急復旧の例 
項 目 想定される被害 着 眼 点 判 定 応急復旧の例 

・揚水不能 ・運転水位なのに自動起
動しない 

・インターロック等制御
回路不調 

・手動モードとし，運転
要員を配置する。 

・ポンプ冷却水系等の故
障による揚水停止 

・冷却水保有量の確認 
・保護装置，計装機器故
障等による場合は，現
場手動運転可能か 

・冠水，浸水の危険性 ・他水源（井水，上水，
処理水）よりの仮設配
管布設 
・可搬式ポンプによる暫
定揚水 

揚 水 機
能 の 応
急復旧 

・圧送管（吐出管）等の
破損 

 ・漏水の程度 ・塩ビ管，ホース等によ
る仮設配管（別ルー
ト）布設 

一 次 処
理機能 

・沈殿池のクラック等に
よる漏水 

・管廊や他施設への浸水
により，復旧活動時
（点検，管理，通報
等）の障害 

・復旧の難易度 
・浸水被害の影響度 

・他の系列を使用 
・漏水箇所のシール，コ
ーキング 
・直接，ばっき槽へ流入
する仮設配管，仮設ポ
ンプの設置 
・角落とし，土のうによ
る水路の切換え 

・自家発電設備の復起状
況 
・ポンプ棟内の流入水位

・処理機能の低下あるい
は停止による周辺環境
への影響度（放流先の
水質汚濁） 

・バイパスルートによ
り，他系列へ接続替え

・冷却水保有量の確認 ・復旧の難易度  

二 次 処
理機能 

・停電，断水による送風
機の運転停止 

・保護装置，計装機器故
障等による場合は，現
場手動運転可能か 

  

・塩素ボンベの転倒，塩
素ガス配管の折損によ
る消毒機能停止 

 ・消毒中止による周辺環
境への影響度（伝染病
の発生等） 

・他の方法（固形塩素剤
方式等）による簡易消
毒 

消 毒 機
能 

・液体次亜塩貯留タンク
配管からの漏洩 

  ・暫定配管の設置 

・停電による機器の運転
停止 

・復電時間の想定 ・復旧の難易度 ・汚泥処理施設内（濃縮
タンク，消化タンク
等）での貯留 
・ローリー車による汚泥
の搬出 
・バルブ操作によるルー
ト切換え 

・凝集剤の漏洩 ・復旧活動への影響 ・復旧の難易度 ・漏洩物の除去，仮設タ
ンクの設置 

汚 泥 処
理機能 

・汚泥配管の破損  ・復旧の難易度 ・仮設配管による切廻し
・遮断器等の漏油，ガス
漏れ 

・規定量に対する漏油，
ガス圧の程度 

・遮断器の投入，遮断時
の安全性 

・予備回路への切換え 
・状況によっては，電源
側を遮断し復旧 

・遮断器等の漏油，ガス
漏れ 

・規定量に対する漏油，
ガス圧の程度 

・遮断器の投入，遮断時
の安全性 

・予備回路への切換え 
・状況によっては，電源
側を遮断し復旧 

・場内放送が出来ない ・場内全域か，部分的か ・放送設備か，ケーブル
以降か 

・トランシーバー等の使
用により，情報交換，
指示への切換え 

・電気室等へ漏水，浸水 ・設置機器への障害 ・保安上，機能上の影響
度 

・漏水，浸水部分のコー
キング 
・可搬式ポンプによる排
水 
・状況によっては当該電
気室への動力，制御電
源等を配電元電源側よ
り遮断する 

電 気 設
備 （ 共
通） 

・照明器具の脱落，破損 ・復旧活動に障害 ・主要復旧箇所への影響
度 

・仮設配線等にて臨時灯
設置，または部分的に
取替える 
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（11）調査復旧資器材の使用 

 
① 調査，復旧に使用する下水道部局内の資器材は，必要箇所に配備する。 
② 資器材の確認様式を【様式-1：部内の調査・復旧資材の備蓄】に示す。 
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第３章 管渠施設の点検・調査 
 

管渠施設の点検・調査復旧の第１段階 

 

（１）緊急調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p13 

（２）緊急調査の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p13 

（３）緊急措置のための判定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p14 

（４）緊急措置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p15 

 

管渠施設の点検・調査復旧の第２段階 

 

（５）応急調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p17 

（６）応急調査の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p17 

（７）応急復旧工事のための判定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p17 

（８）応急復旧工事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p19 
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○ 管渠（汚水・雨水）編 

 

（１）緊急調査 

 

１）緊急調査の着眼点 

①緊急調査は，被害の拡大及び二次災害を防止することを目的として行なう

調査であり，下水道本来の機能よりも道路，周辺施設等に与える影響の大き

さに重点をおく。 

②そのため，緊急調査は，主に地表から行う。 

③管路施設は，面的な広がりが大きく，ほとんどが地中構造物であるため他

機関との情報交換を密にして，管路施設の被害の有無を判断し，二次災害の

防止を図る。 

④緊急調査は，次の事項に着目して行う。 

ａ）調査区域    

１：被害発生想定区域の調査を優先する。 

２：医療機関，避難場所付近等重要区域の管路施設 

３：住民情報により被害が報告された箇所 

４：処理場，ポンプ場への下水流入状況の異常の有無 

ｂ）調査内容 

１：マンホール及び管渠周辺の路面の異常（マンホールの浮上，陥没）の有

   無 

２：マンホールからの下水の流出の有無 

３：管渠内への危険物（ガス，石油等）の流入の有無 

４：マンホール蓋，蓋受枠の異常の有無 

  

（２）緊急調査の実施 

  
緊急調査は、以下の様式を用いて行う。 
【様式-18：(管 4)緊急調査表（汚水）】 
【様式-19：(管 5)緊急調査表(雨水)】 
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（３）緊急措置のための判定 

 

①緊急措置を行うか否かの判定は，次の項目により行う。 

ａ）道路に与える影響 

１：管渠，マンホール内への土砂流入による路面の沈下，陥没，亀裂の有無 

２：管渠の浮上による道路面の隆起，亀裂の有無 

３：マンホールの浮上による道路面の隆起，亀裂，道路とマンホール蓋，蓋受

枠との段差の有無 

４：マンホール蓋，あるいは蓋受枠の破損によるマンホール内への自動車，自

転車，歩行者等の転落の危険性の有無 

ｂ）周辺施設に与える影響 

１：下水の流出による周辺施設の汚染の可能性の有無 

２：管渠への危険性（ガス，石油等）の流入による周辺施設，周辺住民への危

険性の有無 

  ②被害程度の判定は，以下の管路施設の被害程度の目安を参考とし，緊急措置

方法を検討する。 

○管路施設の被害程度の目安（緊急調査） 

被 害 程 度 
施   設 調 査 項 目 

小 中 大 

路面とマンホールとの

段差 

車の走行で衝撃を感じ

る (段差3cm以下) 

車の走行に支障有り 

 (3～10cm) 

車の走行不能 

 (10cm以上) 

路面の沈下，隆起 

 (滑らかな路面高の上

下運動) 

車の走行で衝撃を感じ

る 

車の走行に支障有り 車の走行不能 

路面の陥没，段差 車の走行で衝撃を感じ

る(陥没,段差3cm以下)

車の走行に支障有り 

 (3～10cm) 

車の走行不能 

 (10cm以上) 

路面の亀裂 二輪車の走行に支障無

し (亀裂幅1cm以下) 

二輪車の走行に支障有

り (1～3cm) 

二輪車の走行不能 

 (3cm以上) 

 

 

 

 

 

道  路 

 

 

マンホールの蓋及び蓋

受枠の被害 

蓋等の破損無し 

蓋受枠のずれ量小 

 (蓋受枠のフランジ幅

1/3以下) 

蓋受枠のずれ量中 

 (蓋受枠のフランジ幅

の1/3～2/3) 

蓋等の破損有り 

蓋受枠のずれ量大 

 (蓋受枠のフランジ幅

の2/3以上) 

下水の流出による汚染 下水の流出無し 

住民からの苦情無 

－ 下水の大量流出有 

住民からの苦情有 

 

周辺施設 

下水道内への危険物 

(ｶﾞｽ,石油等)の流入 

危険物の流入無し － 危険物の流入有り 
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（４）緊急措置  

  

①緊急措置をとる必要があると判定した箇所には，被害の状況に応じた措置を 

行う。 

  ②緊急措置は，以下の例を参考とする。 

   １：マンホールと道路の段差，道路の亀裂箇所等への安全柵，標識等の設置 

   ２：段差部のすりつけ 

   ３：亀裂，陥没部への土砂等の投入 

   ４：危険箇所への通行規制 

   ５：可搬式ポンプによる排水 

   ６：下水道施設の使用制限の依頼 

   ７：土のう等による周辺施設への浸水防止 
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 ○管路施設の調査と措置の例 

緊急調査（地表からの目視）と緊急措置         応急調査（ﾏﾝﾎｰﾙ内，管渠内目視）と応急措置 
被害 緊急措置 被害 応急措置 

① 路面沈下 １ ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ，ﾏｰｶｰﾗｲﾄ等の措
置 
土砂によるすりつけ 

 ⑤
⑥
⑦
⑧

管渠の蛇行 
マンホール内の漏水 
管渠の土砂等による閉塞 
マンホール内への土砂堆積 

２
４
５

可搬式ﾎﾟﾝﾌﾟによる下水の仮回し 
仮水路，仮排水の設置 
土砂の浚渫 

② マンホール沈下，浮上 
蓋受け枠の破損，噴砂 

１  
土砂等によるすりつけ 

 ⑨ マンホールブロックのずれ ６ 緊急性のあるものについては設置
替え，浸入水止め 

③ マンホールからの下水の
あふれ 

２ 可搬式ポンプによる下水
の仮回し 

 ⑩ 管渠，マンホールの亀裂，破損   

 ⑪ マンホール継手部破損   

 ⑫ 地下水の浸入   

④ 危険物（ガス，石油等）
の流入 

３ 火気使用禁止の呼びかけ 

 ⑬ 取付管の破損   
６ 設置替え（緊急性のあるもの）

⑨マンホールのずれ

⑫地下水
の浸入

⑪継手部破損

⑤管渠の蛇行

①路面沈下

１ 土砂等によるすりつけ

③下水のあふれ

２ 可搬式ポンプによる仮回し

⑦管渠の土砂等による閉塞

⑧マンホール内への土砂堆積

５ 土砂の浚渫
⑥マンホール内の漏水

４ 仮水路，
　 仮排水の設置

②マンホールの浮上

④危険物の流入

３ 火気使用禁止の呼びかけ

⑫地下水の浸入
⑩マンホールの亀裂

⑬取付管の破損

⑪継手部破損

⑫地下水の浸入

⑩管渠の亀裂

 



- 17 - 

 

（５）応急調査 

 

１）応急調査の着眼点 

①応急調査は，被害の拡大および二次災害の防止を目的として行う調査であ

り，他施設に与える影響の程度とともに，利用者に与える影響の大きさと

して下水道の機能的な被害程度および下水道の構造的な被害程度の把握に

重点をおく。 
②そのため，応急調査は，マンホール内と管内に対象を広げる。 

③応急調査は，全区域を対象とするが，特に被害発生想定区域（４項を参

照）を重点的に調査する。 

④応急調査は，次の事項に着目して行う。 

１：処理場，ポンプ場への下水流入状況の異常の有無 

２：マンホールおよび管渠周辺の路面の異常の有無 

３：マンホールからの下水の流出の有無 

４：管渠内への危険物（ガス，石油等）の流入の有無 

５：管渠，マンホール，ます等管路施設の被害の有無 

６：下水の排除能力の低下の有無  

 

（６）応急調査の実施 

 

応急調査は，以下の様式を用いて行う。 

【様式-20：(管8)応急調査表（汚水）】 

【様式-21：(管9)応急調査表（雨水）】 

 

（７）応急復旧工事のための判定  

 

①応急復旧工事を行うか否かの判定は，管路施設の構造的な被害，管路施設

の機能的な被害程度，道路及び周辺施設に与える影響の程度に重点をおく。 

②被害程度の判定は，ｐ19 の管路施設の被害程度の目安を参考とし，応急復
旧工法を検討する。 

 



- 18 - 

○管路施設の被害程度の目安（応急調査） 
被害程度 

被害程度 施設 調査項目 
小 中 大 

目地はなれ 

目地ずれ 

受け口の深さ1/3未満 

管厚の1/3以上 

受け口の深さの1/3

～2/3 

管厚の1/3～2/3 

受け口の深さの2/3以

上 

管厚の2/3以上 

継手部破損 継手部のかけ程度 

漏水無し 

若干の漏水有り 

土砂の流入無し 

継手部破損 

大幅な漏水有り 

土砂の流入有り 

取付け管の異常 取付け管の突き出し 

（本管径の1/4以下） 

（本管径の1/4～1/

2） 

（本管径の1/2以上）

管渠 

管体の浮上 浮上後の土被り厚0.8

ｍ以上 

－ 浮上後の土被り厚0.8

ｍ未満 

斜壁・直壁のずれ 管厚の1/3以下 管厚の1/3～2/3 壁厚の2/3以上 

斜 壁 ・直壁の亀

裂，破損 

亀裂跡程度 

漏水無し 

若干の漏水有り 

土砂の流入無し 

破壊 

大幅な漏水有り 

土砂の流入有り 

下水道の構

造的な被害

程度 

マン 

ホール 

壁立上がり部，底

版の亀裂，破損 

亀裂跡程度 

漏水無し 

若干の漏水有り 

土砂の流入無し 

破壊 

大幅な漏水有り 

土砂の流入有り 

円形管 

φ600以下 

内径の25％以下 内径の25～50％ 内径の50％以上 

円形管 

φ600～ 

φ1400 

内径の15％以下 内径の15～30％ 内径の30％以上 

下水の排

除 能 力

（管内の

堆砂，汚

泥深ある

いは管路

の た る

み） 

円形管 

φ1400以上 

内径の10％以下 内径の10～20％ 内径の20％以上 

ｲﾝﾊﾞｰﾄ

直径 

φ600以下 

直径の25％以下 直径の25～50％ 直径の50％以上 

ｲﾝﾊﾞｰﾄ

直径 

φ600～ 

φ1400 

直径の15％以下 直径の15～30％ 直径の30％以上 

下水の排

除 能 力

（マンホ

ール内の

堆砂，汚

泥深） 

ｲﾝﾊﾞｰﾄ

直径 

φ1400以上 

直径の10％以下 直径の10～20％ 直径の20％以上 

悪臭の発生 悪臭の発生無し 

住民からの苦情無し 

－ 悪臭の発生有り 

住民からの苦情有り 

下水道の機

能的な被害

程度 

管路施設 

下水道のシステム

としての重要度 

下水道システムの機能

回復に際して，さほど

重要な施設ではない。

－ 下水道システムの機

能回復に際して重要

な施設である 

路面とマンホール

との段差 

車の走行に支障無し 

（段差1cm以下） 

車の走行で衝撃を感

じる 

（1～3cm） 

車の走行に支障有り 

（3cm以上） 

路面の沈下・隆起

（なめらかな路面

高の上下変動） 

車の走行に支障無し 車の走行で衝撃を感

じる 

車の走行に支障有り 

路面の陥没，段差 車の走行に支障無し 

（段差，陥没 1 c m以

下） 

車の走行で衝撃を感

じる 

（1～3cm） 

車の走行に支障あり 

（3cm以上） 

路面の亀裂 二輪車の走行に支障無

し 

（亀裂幅1cm以下） 

二輪車の走行に支障

有り 

（1～3cm） 

二輪車の走行 不能 

（3cm以上） 

道 路 

マンホールのふた

及びふた受枠の被

害 

ふたの破損無し 

ふた受枠のずれ最小 

（ふた受枠のフランジ

幅の1/3以下） 

ふた受枠のずれ量中 

（ふた受枠のフラン

ジ幅の1/3～2/3） 

ふたの破損有り 

ふた受枠のずれ量大 

（ふた受枠のフラン

ジ幅の2/3以上） 

下水の流出による

汚染 

下水の流出無し 

住民からの苦情無し 

下水の少量の流出有

り 

住民からの苦情有り 

下水の大量流出有り 

住民からの苦情有り 

他施設に与

える影響の

程度 

（下水道の

被害が原因

と な る も

の） 

周辺施設 

下水道内への危険

物（ガス，石油

等）の流入 

危険物の流入無し － 危険物の流入有り 
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（８）応急復旧工事   

 

①応急復旧工事を行うと判定した箇所には，被害の状況に応じた工事を実施

する。 

②応急復旧工事は，以下の例を参考とする。 

１：管渠，マンホール内部の土砂の浚渫  

２：止水バンド等による圧送管の止水 

３：可搬式ポンプによる下水の排除 

４：仮水路，仮管渠の設置 
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第４章 様式集 
 

○基本事項と適用範囲 

 

（１）様式の構成 

参考；下水道地震対策マニュアル H9.8 （社）日本下水道協会 

本様式（緊急点検表，緊急調査表，応急調査表）の構成は，以下の区分による

ものとする。 

①管路 

②土木・建築：処理場・ポンプ場 

③機械（建築付帯設備含む）：処理場・ポンプ場 

④電気（建築付帯設備含む）：処理場・ポンプ場 

 

 

（２）様式における処理場の規模 

本様式では，水処理施設から汚泥処理施設（濃縮・消化・脱水・消却）まです

べて設置されている処理場を念頭におくこととする。 

［解説］ 

①処理場によってはこれらの施設がすべてそろっていない場合があるが，これらに

ついては本様式を適宜変更，修正して，それぞれの処理場に適合したものを作成し

ておくことが望ましい。 

②小規模な処理場に関しては，以下の点に注意する必要がある。 

１：オキシデーションディッチ法，回分式活性汚泥法等の小規模処理場に適した

処理法を採用している場合は，様式の調査項目を変える必要がある。 

２：調査，復旧を遂行できる人員が少なく，また，汚泥処理施設も簡略化されて

いる場合が多いので，状況に応じて様式を簡略化しておく必要がある。 

３：管理を民間会社に委託する場合は，委託会社と協議して様式を作成するとと

もに，震後の点検・調査も契約の内容に織り込む必要がある。 
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○様式一覧 
No 名  称 内容・意義 備 考 

様式-1  下水道部局内の調査・復旧
資材備蓄表 

被災時の状況調査及び復旧に必要な資器材の

内，下水道部局での保管場所・数量を明らかに

する。 

 

様式-2  (処)緊急点検表（機械） 人的災害につながる二次災害防止と，緊急調
査の安全確保を目的とした，機械設備の緊急の
点検内容を明らかにする。 

様式-3  (処)緊急点検表（電気） 人的災害につながる二次災害防止と，緊急調
査の安全確保を目的とした，電気設備の緊急の
点検内容を明らかにする。 

･緊急点検＝ 
･二次災害防止
目的及び･緊急
調査の安全確
保目的 

様式-4  (処)緊急調査表（土木・建
築） 

土木・建築構造物に関して，二次災害防止目
的による緊急調査の内容を明らかにする。 

様式-5  (処)緊急調査表（機械） 機械設備に関して，二次災害防止目的による
緊急調査の内容を明らかにする。 

様式-6  (処)緊急調査表（電気） 電気設備に関して，二次災害防止目的による
緊急調査の内容を明らかにする。 

･緊急調査＝ 
･二次災害防止
目的 

様式-7  (処)応急調査表（土木・建
築） 

土木・建築構造物に関して，機能の暫定確保
を目的とした応急調査の内容を明らかにする。 

様式-8  (処)応急調査表（機械） 機械設備に関して，機能の暫定確保を目的と
した応急調査の内容を明らかにする。 

様式-9  (処)応急調査表（電気） 電気設備に関して，機能の暫定確保を目的と
した応急調査の内容を明らかにする。 

･応急調査＝ 
･機能の暫定的
確保目的 

様式-10  (P)緊急点検表（機械） 人的災害につながる二次災害防止と，緊急調
査の安全確保を目的とした，機械設備の緊急の
点検内容を明らかにする。 

様式-11  (P)緊急点検表（電気） 人的災害につながる二次災害防止と，緊急調
査の安全確保を目的とした，電気設備の緊急の
点検内容を明らかにする。 

･緊急点検＝ 
･二次災害防止
目的及び･緊急
調査の安全確
保目的 

様式-12  (P)緊急調査表（土木・建
築） 

土木・建築構造物に関して，二次災害防止目
的による緊急調査の内容を明らかにする。 

様式-13  (P)緊急調査表（機械） 機械設備に関して，二次災害防止目的による
緊急調査の内容を明らかにする。 

様式-14  (P)緊急調査表（電気） 電気設備に関して，二次災害防止目的による
緊急調査の内容を明らかにする。 

･緊急調査＝ 
･二次災害防止
目的 

様式-15  (P)応急調査表（土木・建
築） 

土木・建築構造物に関して，機能の暫定確保
を目的とした応急調査の内容を明らかにする。 

様式-16  (P)応急調査表（機械） 機械設備に関して，機能の暫定確保を目的と
した応急調査の内容を明らかにする。 

様式-17  (P)応急調査表（電気） 電気設備に関して，機能の暫定確保を目的と
した応急調査の内容を明らかにする。 

･応急調査＝ 
･機能の暫定的
確保目的 

様式-18  (管)緊急調査表（汚 水） 震後の第一段階での管路に関する調査内容を

明らかにする。（汚水） 

様式-19  (管)緊急調査表（雨 水） 同上。（雨水） 

･第一段階での
調査＝･緊急調
査＝･二次災害
防止目的 

様式-20  (管)応急調査表（汚水） 震後の第二段階での管路に関する調査内容を

明らかにする。（汚水） 

様式-21  (管)応急調査表（雨 水） 同上。（雨水） 

･第二段階での
調査＝･応急調
査＝･機能の暫
定的確保目的
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様式-1：下水道部局内の調査・復旧資材備蓄表（作成例） 

保管場所と数量
資器材名 規　格 本　庁 ○○事務所 ○○処理場 ○○ﾎﾟﾝﾌﾟ場

1 双眼鏡
2 トランシット
3 レベル
4 スタッフ
5 ポール
6 巻尺
7 懐中電灯
8 投光器
9 発電機（エンジン付）
10 キャプタイヤケーブル
11 水中ポンプ
12 ホース（水中ポンプ用）
13 カメラ
14 ビデオカメラ
15 ビデオデッキ
16 パーソナル無線
17 携帯無線機
18 簡易トイレ
19 汚泥吸引車
20 普通車
21 小型ダンプトラック
22 小型クレーン車
23 高圧洗浄車
24 給水車
25 浚渫土砂運搬車
26 フォークリフト
27 管内調査用カメラ
28 管渠調査用鏡
29 コンクリートカッター
30 陶管カッター
31 高圧切断機
32 ガス切断機
33 転圧用コブラ
34 チェーンソー
35 電動ハンマー
36 溶接機
37 空気呼吸器
38 酸素マスク
39 酸素ボンベ
40 空気圧縮機
41 吸入用風管
42 はしご
43 命綱
44 複合型ガス検知器
45 酸素濃度計
46 マンホールオープナー
47 スコップ
48 防水シート
49 常温アスファルト
50 バリケード
51 点滅ライト
52 ハンドマイク
53 ロープ
54 規制標識
55 土のう袋
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様式-2：(処)緊急点検表（機械） 

 
○○○○地震 ○○○処理場緊急点検表（機械） 
調査日時  平成○年○○月○○日 
調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

点検及び措置項目 
No 点検施設 点検箇所 

点  検 
異常の

有無 
措 置 確認

点検者所見 

（視点） 

図・ 

写真No

流入ゲート 

（自重降下式） 

クラッチ操作状況 
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確

認 

 

流入ゲート 

（自重降下式） 

ブレーキ作動状況 
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確

認 

 

流入ゲート 

（油圧式） 

アキュムレータ条

項 
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確

認 

 

1 沈 砂 池 ポ

ンプ棟 

流入ゲート 

（油圧式） 

蓄電池状況 
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確

認 

 

塩 素 滅 菌

施設 

室内 塩素漏洩警報装置 
有・無

中和装置の作動  塩素ガスの流出防止  

(塩素ｶﾞｽ) 塩素ガスボンベ 緊急遮断弁 有・無 弁の完全閉止  塩素ガスの流出防止  

塩 素 滅 菌

施設 

貯留タンク  
有・無

弁の完全閉止  次亜塩素酸ソーダの流出防

止 

 

2 

(次亜塩素酸

ソーダ) 

注入ポンプ，配管  
有・無

運転停止  次亜塩素酸ソーダの流出防

止 

 

消化ガスホルダー 緊急遮断弁(ｶﾞｽ入口) 有・無 弁の完全閉止  消化ガスの流出防止  

 緊急遮断弁(ｶﾞｽ出口) 有・無 弁の完全閉止  消化ガスの流出防止  

余剰ガス燃焼装置 緊急遮断弁 
有・無

弁の完全閉止  消化ガスの流出防止（延焼

防止） 

 

余剰ガス燃焼装置 メインガスバーナ

ー 
有・無

弁の完全閉止  消化ガスの流出防止（延焼

防止） 

 

余剰ガス燃焼装置 ガス昇圧ブロワー 有・無 運転停止  延焼防止  

3 消 化 タ ン

ク 

その他関連装置 ガス撹拌ブロワ，

脱硫装置等 
有・無

運転停止，弁の

完全閉止 

 消化ガスの流出防止  

消化ガスボイラ 油遮断弁 有・無 弁の完全閉止  ボイラの運転停止  

消化ガスボイラ ガス遮断弁 有・無 弁の完全平成  (延焼防止，ﾎﾞｲﾗ事故防止）  

消化ガスボイラ 昇圧ボイラ 有・無 運転停止   

地震感知器 動作状況 有・無   動作していれば運転停止  

重油貯蔵タンク  有・無 弁の完全閉止  重油の流出防止  

重油ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ  有・無 弁の完全閉止  重油の流出防止  

4 ボイラ室 

燃料供給ポンプ  有・無 運転停止  重油の流出防止  

5 焼却炉棟 ケーキ供給設備 定量フィーダー 有・無 運転停止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 計量コンベヤ 有・無 運転停止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 ケーキ投入機 有・無 運転停止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 メインバーナ 有・無 運転停止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 燃料供給弁 有・無 弁の完全閉止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 オイルガン 有・無 弁の完全閉止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 噴霧空気弁燃料供

給弁 
有・無

弁の完全閉止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 ﾒｲﾝﾊﾞｰﾅ冷却水弁 有・無 弁の完全閉止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 昇圧ブロワー 有・無 運転停止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  ケーキ供給設備 燃料供給ポンプ 有・無 運転停止  焼却炉の運転(燃焼)停止  

  重油貯蔵タンク  有・無 弁の完全閉止  重油の流出防止  

  重油ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ  有・無 弁の完全閉止  重油の流出防止  

  燃料供給ポンプ  有・無 運転停止  重油の流出防止  

  苛性ｿｰﾀﾞ貯留ﾀﾝｸ  有・無 弁の完全閉止  苛性ｿｰﾀﾞの流出防止  

  苛性ｿｰﾀﾞ供給ﾎﾟﾝﾌﾟ  有・無 運転停止  苛性ｿｰﾀﾞの流出防止  

  その他補助燃料（消

化ｶﾞｽ，LNG） 

 
有・無

弁の完全閉止  補助燃料の流出防止  
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点検及び措置項目 
No 点検施設 点検箇所 

点  検 
異常の

有無 
措 置 

確

認

点検者所見 

（視点） 

図・

写真

No 

貯留タンク 

（塩酸，硫酸等） 

（塩酸，硫酸等）

の漏洩 
有・無

弁の完全閉止  ・（塩酸，硫酸等）の流

出防止 

 6 脱臭設備 

注入ポンプ 

（塩酸，硫酸等） 

（塩酸，硫酸等）

の漏洩 
有・無

運転停止  ・（塩酸，硫酸等）の流

出防止 

 

7 放流渠 放流ゲート 開閉機の作動状況
有・無

  ・緊急閉止可能かどうか

の確認 

 

その他の設備(建築付帯設備

等) 

 
 
    

( 1 )管理

棟 

  
 
    

1)湯沸器

室 

ガス設備  
有・無

バルブ・コッ

クの完全閉止 

 ・ガスの流出防止  

2)水質試

験室 

特殊ガス設備  
有・無

    

 (ｶﾞｽｺｯｸ，ﾏﾆﾎｰﾙ

ﾄﾞ) 

 

有・無

バルブ・コッ

クの完全閉止 

 ・特殊ガス（水素・酸

素・アレチレン等）の

引火・爆発防止 

 

3)ボイラ

ー室 

空調（暖房用ボイ

ラ） 

緊急遮断弁の動作

有・無

弁の完全閉止  ・ボイラの運転停止（延

焼防止・ボイラ事故防

止） 

 

 油サービスタンク  有・無 弁の完全閉止    

4)昇降機

械室 

エレベーター設備 最寄階への停止 

有・無

  ・感震器連動に最寄階へ

停止しているか確認

（乗員の安全確保） 

 

( 2 )沈砂

池ポンプ

棟 

････････････････････････････････…8(1)管理棟に同じ 

   

8 

( 3 )汚泥

処理棟 
････････････････････････････････…8(1)管理棟に同じ 
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様式-3：(処)緊急点検表（電気） 

 

○○○○地震 ○○○処理場緊急点検表（電気） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

点検及び措置項目 
No 点検施設 点検箇所 

点  検 
異常の

有無 
措 置 確認

点検者所見 

（視点） 

図・

写真

No 

1 中 央 監 視

（制御）室 

設備状態表示 場内主要設備異常

表示 
有・無

場内主要設備の

異常状況把握 

計器・

表示灯

緊急点検優先度把握  

特高受変電

設備 

受電点 停電しているか 
有・無

受電電圧の確認 電圧計 電力系統の安全確認  

 受電遮断器 受電遮断器は開放

か 
有・無

遮断器解放   〃 （全停の必要性）  

 機器 機器灯の破損移動

脱落 
有・無

遮断器解放   〃  （立入の安全確

認） 

 

2 

 継電器盤 保護継電器動作 
有・無

不要動作の確認   〃  （遮断器動作の

時） 

 

高圧受電設

備 

各電気室 室内に異臭はない

か 
有・無

電源遮断 遮断器

開 

電力系統の確認  

（ 主 電 気

室） 

 〃 室内異常音はない

か 
有・無

電源遮断 遮断器

開 

電力系統の確認  

3 

（各施設電

気室） 

 〃 機器の転倒，傾き

等 
有・無

電源遮断 遮断器

開 

立入の安全確認  

燃料槽  有・無 弁の完全閉止  燃料の流出防止  

冷却水槽  有・無 弁の完全閉止  冷却水の漏水防止  

発電装置・補機 機器の転倒,，傾き

等 
有・無

使用禁止  設備の安全確認  

4 自家発電設

備 

配管 配管の破損 有・無 使用禁止  設備の安全確認  

制御電源設

備 

蓄電池 電解液の漏出 
有・無

拡散の防止  設備の安全確認  5 

 蓄電池 電槽の破壊，移動 
有・無

復旧の可能性確

認 

 設備の安全確認  

その他設備（建築付帯設備等）  有・無     

(1)管理棟 防災設備（防災電

源） 

 
有・無

  設備使用の可能性  

 防災設備（自動火

災警報装置） 

状況確認 
有・無

警報発令  火災発生の確認  

 防災設備（消化ポ

ンプ設備） 

状況確認 
有・無

  運転の可能性と必要性  

 防災設備（自動消

化設備） 

状況確認 
有・無

  運転の可能性と必要性  

 照 明 設 備 （ 非 常

灯，誘導灯） 

状況確認 
有・無

    

 非 常 用 通 信 設 備

（ ア ン テ ナ ， 機

械） 

状況確認 

有・無

  設備使用の可能性  

(2) 沈 砂 池

ポンプ棟 
････････････････････････････････…6(1)管理棟に同じ 

  

(3) 水 処 理

施設 
････････････････････････････････…6(1)管理棟に同じ 

  

6 

(4) 汚 泥 処

理棟 
････････････････････････････････…6(1)管理棟に同じ 
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様式-4：(処)緊急調査表（土木・建築） 

 
○○○○地震 ○○○処理場緊急調査表（土木・建築） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

沈砂池ﾎﾟ

ﾝﾌﾟ棟 

  
 

    

流入ｹﾞｰﾄ室 流入生下水の状況 有・無  

流入ｹﾞｰﾄ室 土砂の流入の状況 有・無  

・生下水の状況から流入管接続部，

上流部の異常を推察する。 

流入ｹﾞｰﾄ室 クラック発生 有・無  ・構造物の被害程度を確認する。 

( 1 )流入

管 

場内マンホー

ル 

地表部の異常（隆起，

沈下） 
有・無

 ・構造物の被害程度を確認する。 

B2階 外壁，

止水壁，内壁 

クラック発生 
有・無

 ・構造物の被害程度を確認する。 

B2階 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

B2階 ｴｷｽﾊﾟﾝｼ

ｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

 ・ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部の異常を確認

する。 

B1階 外壁，

止水壁，内壁 

クラック発生 
有・無

   

B1階 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

B1階 ｴｷｽﾊﾟﾝｼ

ｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

1階 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

( 2 )沈砂

池ポンプ

室 

1階 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮ

ﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

      

柱・梁・壁 クラック発生 有・無    

ｽﾗﾌﾞ・階段 クラック発生 有・無    

バルコニー クラック発生・欠損 有・無  

庇 クラック発生・欠損 有・無  

非常階段 クラック発生・欠損 有・無  

天井 クラック発生・欠損 有・無  

扉 枠等のひずみ 有・無

 

 ・復旧活動時の安全確保 

 

 ・立入接近禁止の措置の要・否 

 

煙突 クラック発生・欠損 有・無    

外壁材 クラック発生・欠損 有・無    

パラペット クラック発生・欠損 有・無    

屋根葺き材 ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

間仕切 ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ 欠損・ひずみ 有・無    

窓ガラス ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

水槽・広告塔 ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

工具棚 欠損・脱落 有・無    

1 

( 3 )その

他（各部

屋内・外

周等） 

書棚 欠損・脱落 有・無    

水処理施設       

管廊内 壁 クラック発生 有・無    

管廊内 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

管楼内 ｴｷｽﾊﾟ

ﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

1階 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

1階 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮ

ﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

1階 水面 水位の異常低下 有・無  ・多量の漏水の有無を推測する  

1階 流出ﾄﾗﾌ 越流水深の不均等 有・無  ・構造物の傾きを推測する  

2 

( 1 )最初

沈殿池 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ水路 クラック発生 有・無    
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

(2)ｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ････････････････････････････････…2(1)最初沈殿池と同じ    

(3)最終沈殿池････････････････････････････････…2(1)最初沈殿池と同じ    

(4)塩素滅菌池････････････････････････････････…2(1)最初沈殿池と同じ    

(5)独立管廊 ････････････････････････････････…2(1)最初沈殿池と同じ    

(6)処理水再利用施設･･････････････････････････…2(1)最初沈殿池と同じ    

柱・梁・壁 クラック発生 有・無     

ｽﾗﾌﾞ・階段 クラック発生 有・無     

バルコニー クラック発生・欠損 有・無

庇 クラック発生・欠損 有・無

非常階段 クラック発生・欠損 有・無

扉 均等のひずみ 有・無

煙突 クラック発生・欠損 有・無

外壁材 クラック発生・欠損 有・無

 

  ・復旧活動時の安全確認 

 

  ・立入接近禁止の措置の要・否 

  ・覆蓋上部が避難場所に指定されている場合

は難住民の安全確保が可能か確認を行う。 

パラペット クラック発生・欠損 有・無     

屋根葺き材 ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無     

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

    

窓ガラス ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無     

( 7 )二重

覆蓋部分 

工具棚 欠損・脱落 有・無     

2 

 

(8)その他（送風機室，塩素滅菌室等の建屋及び外周）･………･･1沈砂池ポンプ棟と同じ   

放流渠・吐口       

(1)放流ﾎﾟﾝﾌﾟ棟････････････････････････････…1 沈砂池ポンプ棟と同じ    

( 2 )放流

渠 

場内マンホー

ル 

地表部の異常（隆起，

沈下） 
有・無

    

(3)ﾊﾞｲﾊﾟ

ｽ管 

場内マンホー

ル 

地表部の異常（隆起，

沈下） 
有・無

    

吐口 クラック発生 有・無     (4)吐口 

○○川 放流先の異常 有・無     

3 

(5)その他（各部屋内及び外周）･･････････････…1 沈砂池ポンプ棟と同じ    

汚泥処理

施設 

  
 

    

管廊内 壁，

ｽﾗﾌﾞ 

クラック発生 
有・無

    

管廊内 ｴｷｽ

ﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

部 

ズレ等の異常 

有・無

    

1階 側壁 クラック発生 有・無     

1階 スラブ クラック発生 有・無     

( 1 )濃縮

タンク 

汚泥ピット 異常 
有・無

 ・地中配管と接続するピット類を点

検する。 

(2)洗浄タンク ････････････････････････････････…4(1)濃縮タンクと同

じ 

   

管廊内 壁，

スラブ 

クラック発生 
有・無

    

管廊内 ｴｷｽﾊﾟ

ﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

異常 
有・無

    

地上部 側壁 クラック発生，保温材

欠落 
有・無

    

地上部 スラ

ブ 

クラック発生，保温材

欠落 
有・無

    

( 3 )消化

タンク 

汚泥ピット 異常 
有・無

 ・地中配管と接続するピット類を点

検する。 

4 

(4)汚泥処理棟･･････････････････････････････…1 沈砂池ポンプ棟と同じ    
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

       

柱・梁・壁 クラック発生 有・無     

スラブ・階段 クラック発生 有・無  

バルコニー クラック発生・欠損 有・無  

庇 クラック発生・欠損 有・無  

・管理棟は，震後対策の拠点となる

ので特に職員の安全性について確

認する。 

非常階段 クラック発生・欠損 有・無  ・立入接近禁止の措置の要・否 

天井 クラック発生・欠損 有・無     

扉 枠等のひずみ 有・無     

煙突 クラック発生・欠損 有・無     

外壁材 クラック発生・欠損 有・無     

パラペット クラック発生・欠損 有・無     

屋根葺き材 クラック発生・欠損・

脱落 
有・無

    

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

    

間仕切 クラック発生・欠損・

脱落 
有・無

    

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ 欠損・ひずみ 有・無     

窓ガラス クラック発生・欠損・

脱落 
有・無

    

水槽・広告塔 クラック発生・欠損・

脱落 
有・無

    

薬品棚（水質

試験室等） 

欠損・脱落 
有・無

    

工具棚 欠損・脱落 有・無     

5 管理棟 

書棚 欠損・脱落 有・無     

その他場

内施設 

  
 

    

 クラック発生 有・無     ( 1 )よう

壁  傾き 

有・無

 ・場内が避難場所に指定されている

場合は，避難住民の安全確保が可

能か確認する。 

(2)護岸  破壊 有・無  ・復旧時の安全性確保 

( 3 ) 門 ,

柵,塀 

 倒壊 
有・無

    

 路面沈下，陥没 有・無     ( 4 )場内

道路  隆起 有・無     

マンホール 沈下 有・無     ( 5 )場内

配管  隆起，突出 有・無     

(6)樹木  倒壊 有・無     

構造躯体 クラックの発生 有・無     

扉 枠等のひずみ 有・無     

6 

( 7 )危険

物倉庫等 

備品・棚 欠損・脱落 有・無     
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様式-5：(処)緊急調査表（機械） 

 
○○○○地震 ○○○処理場緊急調査表（機械） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
（緊急調査は，処理場内の全重要設備を対象とするが，ここでは種別に例示した。） 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真

No 

外観 振動 有・無  ・復旧の可能性把握   

 異常音 有・無  ・復旧の可能性把握   

 軸振れ 有・無  ・復旧の可能性把握   

 補機（軸封水等） 有・無  ・復旧の可能性把握   

1 ポンプ類 

 基礎 有・無  ・復旧の可能性把握   

外観 振動 有・無  ・復旧の可能性把握   

 異常音 有・無  ・復旧の可能性把握   

 温度 有・無  ・復旧の可能性把握   

 補機（冷却水，潤

滑油等） 
有・無

 ・復旧の可能性把握   

2 ブロワ類 

 基礎 有・無  ・復旧の可能性把握   

外観 振動 有・無  ・復旧の可能性把握   

 異常音 有・無  ・復旧の可能性把握   

 温度 有・無  ・復旧の可能性把握   

 異臭 有・無  ・復旧の可能性把握   

3 電動機類 

 基礎 有・無  ・復旧の可能性把握   

塔状装置

類 

外観 転倒・落下 
有・無

 ・復旧の可能性把握，復旧時の安全確

保 

4 

（給排気塔，煙突，高架

水槽等） 

基礎 
有・無

 （立入禁止等の表示）  

外観 伸縮継手の漏洩 有・無  ・復旧の可能性把握   5 配管・弁

類  折損及び離脱 有・無     

可燃物・

危険物等

の貯蔵 

消化ガス等 ガス漏洩 

有・無

 ・復旧の可能性把握，復旧時の安全性

確保 

 （異臭，聴音，容

量計等による） 
有・無

 （火気厳禁，立入禁止等の表示） 

重油等 重油漏洩 
有・無

 ・復旧の可能性把握，復旧時の安全確

保 

6 

機器・配

管類 

 （目視・油量計等

による） 
有・無

 （火気厳禁，立入禁止等の表示） 

その他設備(建築付帯設

備) 

 
 

    

( 1 )給水

設備 

受水槽・高置

水槽 

たわみの発生，水

槽内電極棒の状況

漏水 

有・無

 ・復旧活動時の飲料水確保 

 給水器具  
 

 ・重要機器（主ポンプ等）の冷却水・

軸封水としての確保 

( 2 )排水

設備 

衛生器具等 器具の作動チェッ

ク 
有・無

 ・排水（汚物・汚水）可能かの確認 

( 3 )空調

機械等 

パッケージ形

空調機・冷却

塔 

振 動 ・ 騒 音 ・ 基

礎・漏水 有・無

    

 漏洩・昇降路 有・無     

7 

( 4 )エレ

ベーター

設備 
 安全装置の作動確

認 
有・無
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様式-6：(処)緊急調査表（電気） 

 
○○○○地震 ○○○処理場緊急調査表（電気） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真N

o 

引込ケーブル ﾌﾟｯｼﾝｸﾞ，CH等 

（破損，CH移動） 
有・無

 ・復電可能か，安全に復電できるか 

遮断器 据え付け状況 

（破損,漏洩,不動作）
有・無

    

断路器 据え付け状況 

（埃じれ，不動作） 
有・無

    

変圧器 据え付け状況 

（破損，漏洩，移動）
有・無

    

母線 据え付け状況 

（破損,捩じれ,移動）
有・無

    

保護継電器 据え付け状況・動作状

況 

（不要動作，不動作）

有・無

    

1 特高受変

電設備 

配電盤 据え付け状況 

（傾き，移動） 
有・無

    

受電点 受電遮断器遮断 
有・無

 ・復電可能か，どの範囲まで配電可

能か 

安全対策 引込断路器断 有・無     

機器配電盤等 傾き，ズレ，転倒 有・無     

配電盤内 遮断器固定状況 有・無     

配電盤内 変圧器固定状況 有・無     

配電盤内 母線の状況 有・無     

配電盤内 変成器の状況 有・無     

配電盤内 盤内配線の状況 有・無     

配電盤面 保護装置動作の有無 有・無     

配電盤面 機器の取り付け状況 有・無     

 配線状況（電気室ピッ

ト内状況） 
有・無

    

 配線状況（電気室立上

場所状況） 
有・無

    

2 高圧受変

電設備 

（各施設

電気室） 

 受電点（復電している

か） 
有・無

    

ディーゼル機

関の状況 

据え付け，配管 
有・無

 ・必要に応じて直ちに運転できるか 

発電機の状況 据え付け，配線接合 有・無     

主機カップリ

ング状況 

捩じれ等 
有・無

    

防震台床の状

況 

沈み，傾き等 
有・無

    

自家発電

設備 

燃料系統補機 燃料槽，移送ポンプ 有・無     

 冷却系補機 冷却槽，冷却ポンプ 有・無     

 換気系補機 換気ファン，ダクト 有・無     

 燃料配管 破断，外れ等 有・無     

 冷却水配管 破断，外れ等 有・無     

 排気系配管 外れ，破断等 有・無  ・煙道等運転できる状況か 

 発電機盤 盤内機器取付状況 有・無     

 自動始動盤 盤内機器取付状況 有・無     

 補機盤 盤内機器取付状況 有・無     

 冷却水供給状

況 

冷却水は補給可能か 
有・無

    

3 

 燃料保有状況 主槽に保有の量 有・無     
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真N

o 

揚水設備応急

運転が可能か 

場内施設運転方式 
有・無

 ・機械設備等を必要に応じて直ちに

運転できるか 

水処理応急運

転が可能か 

場内施設運転方式 
有・無

  

機器配電盤 傾き，ずれ，転倒 有・無     

配電盤面 保護装置作動の確認 有・無     

配電盤面 機器の取り付け状態 有・無     

配電盤内 遮断器，接触機状況 有・無     

配電盤内 ユニット取付状態 有・無     

運転操作

設備 

配電盤内 盤内配線状況 有・無     

（以上電

気室内） 

配電盤内 外部配線接続状況 
有・無

    

現場機器配電

盤 

傾き，ずれ，転倒 
有・無

    

4 

（以下現

場内） 

機器に接続さ

れる配線 

引張り，弛み，緩み 
有・無

    

配管に接続さ

れる検出器 

流量計検出器の被害 
有・無

 

配管に接続さ

れる検出器 

圧力計等の被害 
有・無

 

・処理再開に伴いプロセスが正確に

把握できるか 

機器 傾き，ずれ，転倒 有・無     

計装配管 

（水，空気） 

破断，外れ 
有・無

    

計装配管 

（水，空気） 

圧力計等の被害 
有・無

    

機器据え付け 傾き，ずれ，転倒 有・無     

計装設備 

計装配管 

（水，空気） 

破断，外れ 
有・無

    

（以上現

場内） 

機器に接続の

配線 

引張り，弛み，緩み 
有・無

    

計装盤 傾き，ずれ，転倒 有・無     

計装盤 盤内機器取付状況 有・無     

計装盤 盤面機器取付状況 有・無     

計装盤 盤内配線の状況 有・無     

5 

（以下電

気 室 等

内） 

室内配線 立上配線の状況 有・無     

制御電源系統 系統の状況（停電） 有・無     

配電盤据え付

け 

盤の傾き，ずれ，転倒
有・無

    

配電盤内 蓄電池の固定状況 有・無     

配電盤内 充電器の固定状況 有・無     

配電盤内 他機器の固定状況 有・無     

配電盤内 盤内配線の状況 有・無     

配電盤面 機器の状況 有・無     

配電盤面 保護装置動作 有・無     

6 制御電源

設備 

配電盤面 入出力の状況 有・無     

補助継電器盤

等 

機器の状況 
有・無

    

監視制御場所

の機能 

機能被害の確認 
有・無

    

監視制御転送

装置 

機能被害の確認 
有・無

    

監視系統 異常の有無 
有・無

 ・場内の監視が通常と同じ状態で行

えるか 

制御系統 異常の有無 有・無     

機器 傾き，ずれ，転倒 有・無     

配線の状況 室内の配線状況 有・無     

監視盤，操作

盤 

機能の状況 
有・無

    

7 監視制御

設備 

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ類 機能の状況 有・無     
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真N

o 

ﾏﾝﾎｰﾙの状況 周辺地盤の状況 有・無     

ﾏﾝﾎｰﾙの状況 管接合部 有・無     

ﾏﾝﾎｰﾙの状況 配線状況 有・無     

構造物の状況 浸水の有無 有・無     

構造物の状況 亀裂，ずれ 有・無     

8 地中配線 

配線経路の状

況 

地盤沈下，出水等 
有・無

    

ﾗｯｸ固定の状況 外れ，曲がり 有・無     

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ずれ，曲がり 
有・無

    

直線部の状況 曲がり，段差 有・無     

9 ラック配

線 

立ち上がり立

ち下がり部 

ずれ，食い違い 
有・無

    

配線材の固定

状況 

外れ，曲がり 
有・無

    

接合部の状況 ずれ，食い違い 有・無     

10 シャフト

配線 

配線の状況 張り，弛み 有・無     

ダクトの固定 外れ，曲がり 有・無     

ダクトの状況 蓋外れ，座屈 有・無     

11 ダクト配

線 

接合部 ずれ，食い違い 有・無     

ピットの状況 亀裂，欠け，蓋落ち 有・無     

接合部の状況 配電盤への立上げ 有・無     

接合部の状況 ダクト，ラック接合 有・無     

接合部の状況 シャフトとの接合 有・無     

接合部の状況 配線の損傷等 有・無     

12 ピット配

線 

接合部の状況 ずれ，食い違い 有・無     

接地極の状況 埋設位置の地盤異常 有・無     13 接地 

接地端子 各極間の導通 有・無     

その他設備（建築付帯設備等）      

電灯コンセン

ト設備 

分電盤，主幹盤 
有・無

曲がり，脱

落，破損 

取り付け状況   

電灯コンセン

ト設備 

照明器具 
有・無

破損，落下

等 

天井や壁の状況による  

電灯コンセン

ト設備 

主要配線等 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

動力設備 配電盤，操作盤等 
有・無

ず れ ， 転

倒，移動 

取り付け状況   

動力設備 主要配線等 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

自動火災報知

設備 

受信器，発信器 
有・無

曲がり，脱

落，破損 

取り付け状況   

自動火災報知

設備 

感知器 
有・無

脱落・破損 取り付け状況   

自動火災報知

設備 

配管，配線 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

消火設備 制御盤等の機器 
有・無

被害状況の

確認 

取り付け状況   

消火設備 ガスボンベ他機器 
有・無

脱 落 ， 転

倒，破損 

取り付け状況   

消火設備 配管，配線 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

放送設備 増幅器等 
有・無

ず れ ， 転

倒，移動 

取り付け状況   

( 1 )管理

棟 

非常用通信設

備 

アンテナ，機器 
有・無

ず れ ， 転

倒，移動 

取り付け状況   

(2)沈砂池ポンプ棟 ････････････････････････････････…14(1)管理棟と同じ   

(3)水処理施設 ････････････････････････････････････…14(1)管理棟と同じ   

14 

(4)汚泥処理棟 ････････････････････････････････････…14(1)管理棟と同じ   
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様式-7：(処)応急調査表（土木・建築） 

 
○○○○地震 ○○○処理場緊急調査表（土木・建築） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
（例として沈砂池ポンプ棟，最初沈殿池，塩素混和池，管理棟について作成した。） 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態

および程

度 

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

沈砂池ポンプ棟       

壁 クラック発生の程度 有・無     

壁 漏水の程度 有・無     

スラブ クラック発生の程度 有・無     

EXP･J部 ズレ等の異常程度 有・無     

蓋 破壊，ズレ 有・無     

( 1 )沈砂

池 

手摺 破壊，ズレ 有・無     

柱・梁・壁 クラック発生の程度 有・無  ・緊急調査より詳しく調査する。 

スラブ・階段 クラック発生の程度 有・無     

バルコニー ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

庇 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

非常階段 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

天井 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

扉 開閉状況の確認 有・無     

煙突 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

外壁材 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

パラペット ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

屋根葺き材 クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

EXP･J部 ズレ等の異常程度 有・無     

間仕切 クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ 欠損・ひずみの状況 有・無     

窓ガラス クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

水槽・広告塔 クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

1 

( 2 )各部

屋内及び

外周等 

工具棚・書棚 脱落の状況 有・無     

最初沈殿池       

壁 クラック発生の程度 有・無     

壁 漏水の程度 有・無     

スラブ クラック発生の程度 有・無     

EXP･J部 ズレ等の異常程度 有・無     

( 1 )管廊

内 

階段 ズレ等の異常程度 有・無     

スラブ クラック発生の程度 有・無     

EXP･J部 ズレ等の異常程度 有・無     

流入水路部 異常 有・無  ・目視できる範囲について調査する。 

整流壁部 異常 有・無     

流出トラフ部 異常 有・無     

流出水路部 異常 有・無     

バイパス水路 クラック発生の程度 有・無     

スカムピット 異常 有・無   

蓋 破壊，ズレ 有・無     

手摺 破壊，ズレ 有・無     

2 

(2)１階 

場内配管 躯体との接続部異常の

程度 
有・無

 ・目視できる範囲について調査する。 
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の 

有 無 

被害形態

および程

度 

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

 (3)二重覆蓋部分 ････････････････････････････････… 1沈砂池ポンプ棟と同じ 

塩素混和池       

壁 クラック発生の程度 有・無     

壁 漏水の程度 有・無     

スラブ クラック発生の程

度 
有・無 

    

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常程度 
有・無 

    

クラック発生の程

度 
有・無 

    越流堰 

越流板の異常の程

度 
有・無 

    

蓋 破壊，ズレ 有・無     

手摺 破壊，ズレ 有・無     

( 1 )塩素

混和池 

放流管との接

続部 

躯体との接続部異

常の程度 
有・無 

    

3 

(2)塩素滅菌室内及び外周 ･････････････････････････… 1沈砂池ポンプ棟と同じ 

       

柱 クラック発生の程

度 
有・無

 ・緊急調査より詳

しく調査する。 

  

梁 クラック発生の程

度 
有・無

    

階段 クラック発生の程

度 
有・無

    

壁 クラック発生の程

度 
有・無

    

スラブ クラック発生の程

度 
有・無

    

バルコニー クラック発生・欠

損の状況 
有・無

    

庇 クラック発生・欠

損の状況 
有・無

    

非常階段 クラック発生・欠

損の状況 
有・無

    

天井 クラック発生・欠

損の状況 
有・無

    

扉 開閉状況の確認 有・無     

煙突 クラック発生・欠

損の状況 
有・無

    

外壁材 クラック発生・欠

損の状況 
有・無

    

パラペット クラック発生・欠

損の状況 
有・無

    

屋根葺き材 クラック発生・欠

損・脱落の状況 
有・無

    

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常程度 
有・無

    

間仕切 クラック発生・欠

損・脱落の状況 
有・無

    

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ 欠損・ひずみの状

況 
有・無

    

窓ガラス クラック発生・欠

損・脱落の状況 
有・無

    

管理棟 

水槽・広告塔 クラック発生・欠

損・脱落の状況 
有・無

    

薬品棚 脱落の状況 有・無     

4 

（備品） 

工具棚・書棚 脱落の状況 有・無     
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様式-8：(処)応急調査表（機械） 

 
○○○○地震 ○○○処理場緊急調査表（機械） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
（例として沈砂池ポンプ棟，塩素滅菌施設，放流ポンプ棟，最初沈殿池の機械設備及び関連機器について作成し

た。） 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態

および程

度 

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

流入ゲート 保護装置の作動 

（過負荷，過トルク）
有・無

 ・流入ゲートの絞り運転可能か 

流入ゲート 外観（異常音，開閉台

の振動，スピンドルの

曲がり） 

有・無

    

流入ゲート 電流値 有・無     

自動除塵機 保護装置の作動（過ト

ルク，過負荷シャーピ

ン断） 

有・無

 ・運転が続行できるか 

・（最小限，夾雑物の除去が可能か） 

主ポンプ 外観点検 

（振動，異常音，軸振

れ，漏水） 

有・無

・運転が続行できるか  

主ポンプ 軸受け温度，潤滑油圧 有・無 ・予備設備の運転は可能か  

主ポンプ 吐出圧，吸込み圧 有・無 ・非常用燃料，用水の確保が可能か 

主ポンプ 送水量，回転数 有・無

 

 

原動機 

（電動機） 

外観点検（振動，異常

音，軸振れ） 
有・無

 ・主ポンプに同じ   

原動機 

（電動機） 

軸受温度 
有・無

 

原動機 

（電動機） 

スリップリング，ブラ

シの異常 
有・無

 

原動機がエンジンの場合は，3.3 

（電気）編自家発電設備の項参照 

原動機 

（電動機） 

電圧，電流，電力 
有・無

    

補機等 吐出弁 有・無 ・主ポンプに同じ   

補機等 軸封水，軸受潤滑水糸 有・無 ・水量が確保されているか  

補機等 潤滑油糸 有・無

 

   

吐出管 汚水の漏洩 有・無  ・主ポンプの運転が可能か  

1 沈砂池ポ

ンプ棟 

天井走行クレ

ーン 

落下等に対する安全性
有・無

 ・復旧活動を行うに当たっての安全確保

塩素滅菌

室 

室内 塩素ガス濃度（塩素漏

洩検知器） 
有・無

 ・復旧活動を行うにあたっての安全確保

塩素中和装置 正常作動 有・無  ・復旧活動を行うにあたっての安全確保

注入器，気化

器等 

損傷，漏水，ガス漏洩
有・無

・運転の続行が可能かどうか，予備設備

の運転確認 

(塩素 ｶ ﾞ

ｽ) 

配管，弁類 損傷，漏水，ガス漏洩
有・無

 

・運転可能時間の把握（正常ボンベの数

量） 

貯留タンク クラック，損傷 有・無  ・運転可能時間の把握（残存量の把握）

2 

 

（次亜塩

素酸ソー

ダ） 
注入ポンプ，

配管 

漏洩 
有・無

 ・運転可能時間の把握 

放流ゲート 保護装置の作動 

（過負荷，過トルク）
有・無

 ・放流ゲートの開閉が可能か 

放流ゲート 外観（異常音，開閉台

の振動，スピンドルの

曲がり） 

有・無

 ・放流ゲートの開閉が可能か 

放流ゲート 電流値 有・無  ・放流ゲートの開閉が可能か 

放流ポンプ 主ポンプ設備と同様      

原動機 主ポンプ設備と同様      

3 放流ポン

プ棟 

補機等 主ポンプ設備と同様      
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態

および程

度 

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

外観（開閉状況） 有・無 ・開状態の継続が可能か 分配槽可動堰 

漏水 有・無

 

・閉状態の継続（止水）が可能か 

外観（開閉状況） 有・無 ・開状態の継続が可能か 流入ゲート 

漏水 有・無

 

・閉状態の継続（止水）が可能か 

外観（開閉状況） 有・無 ・開状態の継続が可能か  

4 最初沈殿

池 

バイパスゲー

ト 漏水 有・無

 

・閉状態の継続（止水）が可能か 

その他設備（建築付帯設備）    

(1)沈砂池ポンプ棟     

自家発電機用

送風機 

送風機の運転状況 
有・無

    

電気室用送風

機 

送風機の運転状況 
有・無

 
   

1)換気機

械室 

上記系統の風

道設備 

各系統ダクトの風道の

破損状況 
有・無

    

( 2 )管理

棟 

  
 
    

1)熱源機

械室 

操作室，電算

室系統 

機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

    

パッケージ形

空気調和機 

電気計装部分の作動チ

ェック 
有・無

    

ユニット形空

気調和機 

電気計装部分の作動チ

ェック 
有・無

    

機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

 冷凍機 

電気計装部分の作動チ

ェック 
有・無

 

・機器単体の運転状況の範囲とともにシ

ステム全体の評価を行うこと 

冷温水ポンプ 機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

    

冷却塔 機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

    

冷温水配管 配管からの漏水 有・無     

風道設備の破損状況 有・無  

（空調機

械室） 

風道設備 

（吊りボルト，フラン

ジ含む） 
有・無

 

・機器単体の運転状況の範囲とともにシ

ステム全体の評価を行うこと 

(3)汚泥処理棟     

1)熱源機

械室 

操作室系統 機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

  

パッケージ形

空気調和機 

電気計装部分の作動チ

ェック 
有・無

 ・機器単体の運転状況の範囲とともにシ

ステム全体の評価を行うこと 

冷却塔 機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

  

（空調機

械室） 

風道設備 風道設備の破損状況 有・無   

(4)水処理棟     

1)水処理

下部（管

廊） 

換気機械室内 送風機本体の運転状況

のチェック 有・無

  

送風機  有・無   2)水処理

上部 風道設備 風道設備の破損状況 有・無   

(5)塩素滅菌棟     

1)塩素滅

菌室 

送風機 送風機本体の状況のチ

ェック 
有・無

  

5 

 

 

(6)放流ポンプ棟 ････････････････････････････････… 5(1)沈砂池ポンプ棟に同じ 
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様式-9：(処)応急調査表（電気） 

 
○○○○地震 ○○○処理場緊急調査表（電気） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

受電状況 停電は継続か 有・無  再配電の可能性   

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

1 特別高圧

受変電設

備 

配電系統 配電可能か 有・無     

受電状況 停電は継続か 有・無  再配電の可能性   

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

2 受変電設

備 

配電系統 配電可能か 有・無     

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

可能運転時間 燃料保有量 有・無  運転可能時間の把握   

可能運転時間 燃料供給の可能性 有・無     

可能運転時間 冷却水保有量 有・無     

可能運転時間 冷却水供給量 有・無     

排煙・給排気 排煙・給排気可能性 有・無  煙道等・運転可能性の把握  

配電系統 配電可能か 有・無  配電の範囲と可能性把握  

3 自家発電

設備 

配電系統 配電の必要性 有・無     

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

応急運転の必

要性 

揚水施設の必要性 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

応急運転の必

要性 

その他の必要性 
有・無

 部分処理の必要性把

握 

  

運転方法 集中監視及び運転 有・無     

運転方法 運転再開優先順位 有・無     

運転方法 運転条件の支障 有・無     

4 運転操作

設備 

施設の機械条

件 

運転可能か 
有・無

 操作の確認   

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

5 計装設備 

計装電源系統 停電，異常，健全度 有・無     
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

6 監視制御

設備 

系統の使用可

能性 

使用が可能か 
有・無

 総合的な判断   

その他設備（建築付帯設備等）      

電灯コンセン

ト設備 

被害箇所，程度 
有・無

 使用可能な被害か   

電灯コンセン

ト設備 

電源の状況 
有・無

 電源は供給されるか   

電灯コンセン

ト設備 

応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

動力設備 被害箇所，程度 有・無  使用可能な被害か   

動力設備 電源の状況 有・無  電源は供給されるか   

動力設備 応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

自動火災報知

設備 

被害箇所，程度 
有・無

 使用可能な被害か   

自動火災報知

設備 

電源の状況 
有・無

 電源は供給されるか   

自動火災報知

設備 

応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

消火設備 被害箇所，程度 有・無  使用可能な被害か   

消火設備 電源の状況 有・無  電源は供給されるか   

消火設備 応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

電話，放送設

備 

被害箇所，程度 
有・無

 使用可能な被害か   

電話，放送設

備 

電源の状況 
有・無

 電源は供給されるか   

電話，放送設

備 

応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

非常用通信設

備 

被害箇所，程度 
有・無

 使用可能な被害か   

( 1 )管理

棟 

非常用通信設

備 

応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

(2)沈砂池ポンプ棟 ････････････････････････････････… 7(1)管理棟と同じ   

7 

(3)水処理施設 ････････････････････････････････････… 7(1)管理棟と同じ   
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１．１ ポンプ場調査等の様式集 

様式-10：(P)緊急点検表（機械） 

 
○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急点検表（機械） 
調査日時  平成○年○○月○○日 
調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

点検及び措置項目 
No 点検施設 点検箇所 

点  検 
異常の

有無 
措 置 確認

点検者所見 

（視点） 

図・ 

写真No

流入ゲート 

（自重降下式） 

クラッチ操作状況
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確認  

流入ゲート 

（自重降下式） 

ブレーキ作動状況
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確認  

流入ゲート 

（油圧式） 

アキュムレータ条

項 
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確認  

1 ゲート室 

流入ゲート 

（油圧式） 

蓄電池状況 
有・無

  緊急閉止可能かどうかの確認  

貯留タンク 

（塩酸，硫酸等） 

（ 塩 酸 ， 硫 酸

等）の漏洩 
有・無

弁の完全閉止  ・（塩酸，硫酸等）の流出防

止 

 2 脱臭設備 

注入ポンプ 

（塩酸，硫酸等） 

（ 塩 酸 ， 硫 酸

等）の漏洩 
有・無

運転停止  ・（塩酸，硫酸等）の流出防

止 

 

3 湯沸器室 ガス設備  
有・無

バルブ・コッ

クの完全閉止

 ・ガスの流出防止  

4 ボ イ ラ ー

室 

空調（暖房用ボイ

ラ） 

緊急遮断弁の動

作 
有・無

弁の完全閉止  ・ボイラの運転停止（延焼防

止・ボイラ事故防止） 

 

地震感知器 動作状況 有・無   動作していれば運転停止  

重油貯蔵タンク  有・無 弁の完全閉止  重油の流出防止  

重油ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ  有・無 弁の完全閉止  重油の流出防止  

5 燃料貯留，

供給施設 

燃料供給ポンプ  有・無 運転停止  重油の流出防止  
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様式-11：(P)緊急点検表（電気） 

 

○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急点検表（電気） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

点検及び措置項目 
No 点検施設 点検箇所 

点  検 
異常の

有無 
措 置 確認

点検者所見 

（視点） 

図・

写真

No 

1 監視(制御)

室 （ TM/TC

設備含む） 

設備状態表示（管

理拠点またはポン

プ場） 

場内主要設備異常

表示 有・無

場内主要設備の

異常状況把握 

計器・

表示灯

緊急点検優先度把握  

高圧受変電

設備 

受電点 停電しているか 
有・無

受電電圧の確認 電圧計 電力系統の安全確認  

 受電遮断器 受電遮断器は開放

か 
有・無

遮断器解放   〃 （全停の必要性）  

 機器 機器灯の破損移動

脱落 
有・無

遮断器解放   〃  （立入の安全確

認） 

 

 継電器盤 保護継電器動作 
有・無

不要動作の確認   〃  （遮断器動作の

時） 

 

 電気室 室内に異臭はない

か 
有・無

電源遮断 遮断器

開 

電力系統の確認  

  〃 室内異常音はない

か 
有・無

電源遮断 遮断器

開 

電力系統の確認  

2 

  〃 機器の転倒，傾き

等 
有・無

電源遮断 遮断器

開 

立入の安全確認  

燃料槽  有・無 弁の完全閉止  燃料の流出防止  

冷却水槽  有・無 弁の完全閉止  冷却水の漏水防止  

発電装置・補機 機器の転倒,，傾き

等 
有・無

使用禁止  設備の安全確認  

3 自家発電設

備 

配管 配管の破損 有・無 使用禁止  設備の安全確認  

制御電源設

備 

蓄電池 電解液の漏出 
有・無

拡散の防止  設備の安全確認  4 

 蓄電池 電槽の破壊，移動 
有・無

復旧の可能性確

認 

 設備の安全確認  

その他設備（建築付帯設備等）  有・無     

 防災設備（防災電

源） 

 
有・無

  設備使用の可能性  

 防災設備（自動火

災警報装置） 

状況確認 
有・無

警報発令  火災発生の確認  

 防災設備（消化ポ

ンプ設備） 

状況確認 
有・無

  運転の可能性と必要性  

 防災設備（自動消

化設備） 

状況確認 
有・無

  運転の可能性と必要性  

 照 明 設 備 （ 非 常

灯，誘導灯） 

状況確認 
有・無

    

5 

 非 常 用 通 信 設 備

（ ア ン テ ナ ， 機

械） 

状況確認 

有・無

  設備使用の可能性  
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様式-12：(P)緊急調査表（土木・建築） 

 
○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急調査表（土木・建築） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

流入ｹﾞｰﾄ室 流入生下水の状況 有・無  

流入ｹﾞｰﾄ室 土砂の流入の状況 有・無  

・生下水の状況から流入管接続部，

上流部の異常を推察する。 

流入ｹﾞｰﾄ室 クラック発生 有・無  ・構造物の被害程度を確認する。 

1 流入管 

場内マンホー

ル 

地表部の異常（隆起，

沈下） 
有・無

 ・構造物の被害程度を確認する。 

B2階 外壁，

止水壁，内壁 

クラック発生 
有・無

 ・構造物の被害程度を確認する。 

B2階 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

B2階 ｴｷｽﾊﾟﾝｼ

ｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

 ・ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部の異常を確認

する。 

B1階 外壁，

止水壁，内壁 

クラック発生 
有・無

   

B1階 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

B1階 ｴｷｽﾊﾟﾝｼ

ｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

1階 ｽﾗﾌﾞ クラック発生 有・無    

2 沈砂池ポ

ンプ室 

1階 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮ

ﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

      

柱・梁・壁 クラック発生 有・無    

ｽﾗﾌﾞ・階段 クラック発生 有・無    

バルコニー クラック発生・欠損 有・無  

庇 クラック発生・欠損 有・無  

非常階段 クラック発生・欠損 有・無  

天井 クラック発生・欠損 有・無  

扉 枠等のひずみ 有・無

 

 ・復旧活動時の安全確保 

 

 ・立入接近禁止の措置の要・否 

 

煙突 クラック発生・欠損 有・無    

外壁材 クラック発生・欠損 有・無    

パラペット クラック発生・欠損 有・無    

屋根葺き材 ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ズレ等の異常 
有・無

   

間仕切 ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ 欠損・ひずみ 有・無    

窓ガラス ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

水槽・広告塔 ｸﾗｯｸ発生・欠損・脱落 有・無    

工具棚 欠損・脱落 有・無    

3 その他各

部屋内・

外周等 

書棚 欠損・脱落 有・無    
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

場内施設        

 クラック発生 有・無     ( 1 )よう

壁  傾き 

有・無

 ・場内が避難場所に指定されている

場合は，避難住民の安全確保が可

能か確認する。 

(2)護岸  破壊 有・無  ・復旧時の安全性確保 

( 3 ) 門 ,

柵,塀 

 倒壊 
有・無

    

 路面沈下，陥没 有・無     ( 4 )場内

道路  隆起 有・無     

マンホール 沈下 有・無     ( 5 )場内

配管  隆起，突出 有・無     

(6)樹木  倒壊 有・無     

構造躯体 クラックの発生 有・無     

扉 枠等のひずみ 有・無     

4 

( 7 )危険

物倉庫等 

備品・棚 欠損・脱落 有・無     
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様式-13：(P)緊急調査表（機械） 

 
○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急調査表（機械） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
（緊急調査は，ポンプ場内の全重要設備を対象とするが，ここでは種別に例示した。） 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真

No 

外観 振動 有・無  ・復旧の可能性把握   

 異常音 有・無  ・復旧の可能性把握   

 軸振れ 有・無  ・復旧の可能性把握   

 補機（軸封水等） 有・無  ・復旧の可能性把握   

1 ポンプ類 

 基礎 有・無  ・復旧の可能性把握   

外観 振動 有・無  ・復旧の可能性把握   

 異常音 有・無  ・復旧の可能性把握   

 温度 有・無  ・復旧の可能性把握   

 異臭 有・無  ・復旧の可能性把握   

2 電動機類 

 基礎 有・無  ・復旧の可能性把握   

塔状装置

類 

外観 転倒・落下 
有・無

 ・復旧の可能性把握，復旧時の安全確

保 

3 

（給排気塔，煙突，高架

水槽等） 

基礎 
有・無

 （立入禁止等の表示）  

外観 伸縮継手の漏洩 有・無  ・復旧の可能性把握   4 配管・弁

類  折損及び離脱 有・無     

可燃物・

危険物等

の貯蔵 

ガス等 ガス漏洩 

有・無

 ・復旧の可能性把握，復旧時の安全性

確保 

 （異臭，聴音，容

量計等による） 
有・無

 （火気厳禁，立入禁止等の表示） 

重油等 重油漏洩 
有・無

 ・復旧の可能性把握，復旧時の安全確

保 

5 

機器・配

管類 

 （目視・油量計等

による） 
有・無

 （火気厳禁，立入禁止等の表示） 

その他設備(建築付帯設

備) 

 
 

    

( 1 )給水

設備 

受水槽・高置

水槽 

たわみの発生，水

槽内電極棒の状況

漏水 

有・無

 ・復旧活動時の飲料水確保 

 給水器具  
 

 ・重要機器（主ポンプ等）の冷却水・

軸封水としての確保 

( 2 )排水

設備 

衛生器具等 器具の作動チェッ

ク 
有・無

 ・排水（汚物・汚水）可能かの確認 

6 

( 3 )空調

機械等 

パッケージ形

空調機・冷却

塔 

振 動 ・ 騒 音 ・ 基

礎・漏水 有・無
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様式-14：(P)緊急調査表（電気） 

 
○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急調査表（電気） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真N

o 

受電点 受電遮断器遮断 
有・無

 ・復電可能か，どの範囲まで配電可

能か 

安全対策 引込断路器断 有・無     

機器配電盤等 傾き，ズレ，転倒 有・無     

配電盤内 遮断器固定状況 有・無     

配電盤内 変圧器固定状況 有・無     

配電盤内 母線の状況 有・無     

配電盤内 変成器の状況 有・無     

配電盤内 盤内配線の状況 有・無     

配電盤面 保護装置動作の有無 有・無     

配電盤面 機器の取り付け状況 有・無     

 配線状況（電気室ピッ

ト内状況） 
有・無

    

 配線状況（電気室立上

場所状況） 
有・無

    

1 高圧受変

電設備 

（ 電 気

室） 

 受電点（復電している

か） 
有・無

    

ディーゼル機

関の状況 

据え付け，配管 
有・無

 ・必要に応じて直ちに運転できるか 

発電機の状況 据え付け，配線接合 有・無     

主機カップリ

ング状況 

捩じれ等 
有・無

    

防震台床の状

況 

沈み，傾き等 
有・無

    

自家発電

設備 

燃料系統補機 燃料槽，移送ポンプ 有・無     

 冷却系補機 冷却槽，冷却ポンプ 有・無     

 換気系補機 換気ファン，ダクト 有・無     

 燃料配管 破断，外れ等 有・無     

 冷却水配管 破断，外れ等 有・無     

 排気系配管 外れ，破断等 有・無  ・煙道等運転できる状況か 

 発電機盤 盤内機器取付状況 有・無     

 自動始動盤 盤内機器取付状況 有・無     

 補機盤 盤内機器取付状況 有・無     

 配電盤 傾き，すれ等，転倒 有・無     

 冷却水供給状

況 

冷却水は補給可能か 
有・無

    

2 

 燃料保有状況 主槽に保有の量 有・無     

揚水設備応急

運転が可能か 

場内施設運転方式 
有・無

 ・機械設備等を必要に応じて直ちに

運転できるか 

機器配電盤 傾き，ずれ，転倒 有・無     

配電盤面 保護装置作動の確認 有・無     

配電盤面 機器の取り付け状態 有・無     

配電盤内 遮断器，接触機状況 有・無     

配電盤内 ユニット取付状態 有・無     

運転操作

設備 

配電盤内 盤内配線状況 有・無     

（以上電

気室内） 

配電盤内 外部配線接続状況 
有・無

    

現場機器配電

盤 

傾き，ずれ，転倒 
有・無

    

3 

（以下現

場内） 

機器に接続さ

れる配線 

引張り，弛み，緩み 
有・無
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真N

o 

配管に接続さ

れる検出器 

流量計検出器の被害 
有・無

 

配管に接続さ

れる検出器 

圧力計等の被害 
有・無

 

・処理再開に伴いプロセスが正確に

把握できるか 

機器 傾き，ずれ，転倒 有・無     

計装配管 

（水，空気） 

破断，外れ 
有・無

    

計装配管 

（水，空気） 

圧力計等の被害 
有・無

    

機器据え付け 傾き，ずれ，転倒 有・無     

計装設備 

計装配管 

（水，空気） 

破断，外れ 
有・無

    

（以上現

場内） 

機器に接続の

配線 

引張り，弛み，緩み 
有・無

    

計装盤 傾き，ずれ，転倒 有・無     

計装盤 盤内機器取付状況 有・無     

計装盤 盤面機器取付状況 有・無     

計装盤 盤内配線の状況 有・無     

4 

（以下電

気 室 等

内） 

室内配線 立上配線の状況 有・無     

制御電源系統 系統の状況（停電） 有・無     

配電盤据え付

け 

盤の傾き，ずれ，転倒
有・無

    

配電盤内 蓄電池の固定状況 有・無     

配電盤内 充電器の固定状況 有・無     

配電盤内 他機器の固定状況 有・無     

配電盤内 盤内配線の状況 有・無     

配電盤面 機器の状況 有・無     

配電盤面 保護装置動作 有・無     

5 制御電源

設備 

配電盤面 入出力の状況 有・無     

補助継電器盤

等 

機器の状況 
有・無

    

監視制御場所

の機能 

機能被害の確認 
有・無

    

監視制御転送

装置 

機能被害の確認 
有・無

    

監視系統 異常の有無 
有・無

 ・場内の監視が通常と同じ状態で行

えるか 

制御系統 異常の有無 有・無     

機器 傾き，ずれ，転倒 有・無     

配線の状況 室内の配線状況 有・無     

監視盤，操作

盤 

機能の状況 
有・無

    

6 監視制御

設備（TM

/ T C設備

含む） 

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ類 機能の状況 有・無     

ﾏﾝﾎｰﾙの状況 周辺地盤の状況 有・無     

ﾏﾝﾎｰﾙの状況 管接合部 有・無     

ﾏﾝﾎｰﾙの状況 配線状況 有・無     

構造物の状況 浸水の有無 有・無     

構造物の状況 亀裂，ずれ 有・無     

7 地中配線 

配線経路の状

況 

地盤沈下，出水等 
有・無
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

緊急措

置 

図・

写真N

o 

ﾗｯｸ固定の状況 外れ，曲がり 有・無     

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮ

ｲﾝﾄ部 

ずれ，曲がり 
有・無

    

直線部の状況 曲がり，段差 有・無     

8 ラック配

線 

立ち上がり立

ち下がり部 

ずれ，食い違い 
有・無

    

配線材の固定

状況 

外れ，曲がり 
有・無

    

接合部の状況 ずれ，食い違い 有・無     

9 シャフト

配線 

配線の状況 張り，弛み 有・無     

ダクトの固定 外れ，曲がり 有・無     

ダクトの状況 蓋外れ，座屈 有・無     

10 ダクト配

線 

接合部 ずれ，食い違い 有・無     

ピットの状況 亀裂，欠け，蓋落ち 有・無     

接合部の状況 配電盤への立上げ 有・無     

接合部の状況 ダクト，ラック接合 有・無     

接合部の状況 シャフトとの接合 有・無     

接合部の状況 配線の損傷等 有・無     

11 ピット配

線 

接合部の状況 ずれ，食い違い 有・無     

接地極の状況 埋設位置の地盤異常 有・無     12 接地 

接地端子 各極間の導通 有・無     

その他設備（建築付帯設備等）      

電灯コンセン

ト設備 

分電盤，主幹盤 
有・無

曲がり，脱

落，破損 

取り付け状況   

電灯コンセン

ト設備 

照明器具 
有・無

破損，落下

等 

天井や壁の状況による  

電灯コンセン

ト設備 

主要配線等 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

動力設備 配電盤，操作盤等 
有・無

ず れ ， 転

倒，移動 

取り付け状況   

動力設備 主要配線等 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

自動火災報知

設備 

受信器，発信器 
有・無

曲がり，脱

落，破損 

取り付け状況   

自動火災報知

設備 

感知器 
有・無

脱落・破損 取り付け状況   

自動火災報知

設備 

配管，配線 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

消火設備 制御盤等の機器 
有・無

被害状況の

確認 

取り付け状況   

消火設備 ガスボンベ他機器 
有・無

脱 落 ， 転

倒，破損 

取り付け状況   

消火設備 配管，配線 
有・無

被害状況の

確認 

構造物の被害により判断  

電話設備 交換機等 
有・無

ず れ ， 転

倒，移動 

取り付け状況   

13 

 

放送設備 増幅器等 
有・無

ず れ ， 転

倒，移動 

取り付け状況   
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様式-15：(P)応急調査表（土木・建築） 

 
○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急調査表（土木・建築） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
（例として沈砂池ポンプ棟，最初沈殿池，塩素混和池，管理棟について作成した。） 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態

および程

度 

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

壁 クラック発生の程度 有・無     

壁 漏水の程度 有・無     

スラブ クラック発生の程度 有・無     

EXP･J部 ズレ等の異常程度 有・無     

蓋 破壊，ズレ 有・無     

1 沈砂池ポ

ンプ室 

手摺 破壊，ズレ 有・無     

柱・梁・壁 クラック発生の程度 有・無  ・緊急調査より詳しく調査する。 

スラブ・階段 クラック発生の程度 有・無     

バルコニー ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

庇 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

非常階段 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

天井 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

扉 開閉状況の確認 有・無     

煙突 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

外壁材 ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

パラペット ｸﾗｯｸ発生･欠損の状況 有・無     

屋根葺き材 クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

EXP･J部 ズレ等の異常程度 有・無     

間仕切 クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ 欠損・ひずみの状況 有・無     

窓ガラス クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

水槽・広告塔 クラック発生・欠損・

脱落の状況 
有・無

    

2 各部屋内

及び外周

等 

工具棚・書棚 脱落の状況 有・無     
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様式-16：(P)応急調査表（機械） 

 
○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急調査表（機械） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

N

o 
調査施設 調査箇所 調 査 項 目 

異常の

有 無

被害形態

および程

度 

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

流入ゲート 保護装置の作動 

（過負荷，過トルク）
有・無

 ・流入ゲートの絞り運転可能か 

流入ゲート 外観（異常音，開閉台

の振動，スピンドルの

曲がり） 

有・無

    

1 ゲート室 

流入ゲート 電流値 有・無     

2 沈砂機械

室 

自動除塵機 保護装置の作動（過ト

ルク，過負荷シャーピ

ン断） 

有・無

 ・運転が続行できるか 

・（最小限，夾雑物の除去が可能か） 

主ポンプ 外観点検 

（振動，異常音，軸振

れ，漏水） 

有・無

・運転が続行できるか  

主ポンプ 軸受け温度，潤滑油圧 有・無 ・予備設備の運転は可能か  

主ポンプ 吐出圧，吸込み圧 有・無 ・非常用燃料，用水の確保が可能か 

主ポンプ 送水量，回転数 有・無

 

 

原動機 

（電動機） 

外観点検（振動，異常

音，軸振れ） 
有・無

 ・主ポンプに同じ   

原動機 

（電動機） 

軸受温度 
有・無

 

原動機 

（電動機） 

スリップリング，ブラ

シの異常 
有・無

 

原動機がエンジンの場合は，3.3 

（電気）編自家発電設備の項参照 

原動機 

（電動機） 

電圧，電流，電力 
有・無

    

補機等 吐出弁 有・無 ・主ポンプに同じ   

補機等 軸封水，軸受潤滑水糸 有・無 ・水量が確保されているか  

補機等 潤滑油糸 有・無

 

   

吐出管 汚水の漏洩 有・無  ・主ポンプの運転が可能か  

3 ポ ン プ

室・原動

機室 

天井走行クレ

ーン 

落下等に対する安全性
有・無

 ・復旧活動を行うに当たっての安全確保

その他設備（建築付帯設備）    

自家発電機用

送風機 

送風機の運転状況 
有・無

    

電気室用送風

機 

送風機の運転状況 
有・無

 
   

(1)換気機

械室 

上記系統の風

道設備 

各系統ダクトの風道の

破損状況 
有・無

    

(2)熱源機

械室 

操作室，電算

室系統 

機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

    

パッケージ形

空気調和機 

電気計装部分の作動チ

ェック 
有・無

    

ユニット形空

気調和機 

電気計装部分の作動チ

ェック 
有・無

    

機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

 冷凍機 

電気計装部分の作動チ

ェック 
有・無

 

・機器単体の運転状況の範囲とともにシ

ステム全体の評価を行うこと 

冷温水ポンプ 機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

    

冷却塔 機器単体の運転状況の

チェック 
有・無

    

4 

 

 

（空調機

械室） 

冷温水配管 配管からの漏水 有・無     
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様式-17：(P)応急調査表（電気） 

 
○○○○地震 ○○○ポンプ場緊急調査表（電気） 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

受電状況 停電は継続か 有・無  再配電の可能性   

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

1 高圧受変

電設備 

配電系統 配電可能か 有・無     

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

可能運転時間 燃料保有量 有・無  運転可能時間の把握   

可能運転時間 燃料供給の可能性 有・無     

可能運転時間 冷却水保有量 有・無     

可能運転時間 冷却水供給量 有・無     

排煙・給排気 排煙・給排気可能性 有・無  煙道等・運転可能性の把握  

配電系統 配電可能か 有・無  配電の範囲と可能性把握  

2 自家発電

設備 

配電系統 配電の必要性 有・無     

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

応急運転の必

要性 

揚水施設の必要性 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

応急運転の必

要性 

その他の必要性 
有・無

 部分処理の必要性把

握 

  

運転方法 集中監視及び運転 有・無     

運転方法 運転再開優先順位 有・無     

運転方法 運転条件の支障 有・無     

3 運転操作

設備 

施設の機械条

件 

運転可能か 
有・無

 操作の確認   

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

4 計装設備 

計装電源系統 停電，異常，健全度 有・無     

被害箇所，程

度 

使用可能か 
有・無

 直ちに使用可能か   

応急復旧の可

能性 

被害箇所 
有・無

 早期に復旧可能か   

応急復旧所要

時間 

復旧の所要時間想定 
有・無

 復旧時間の総合的把

握 

  

5 監視制御

設備（TM

/ T C設備

含む） 

系統の使用可

能性 

使用が可能か 
有・無

 総合的な判断   
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No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 

応急復

旧 

図・

写真N

o 

その他設備（建築付帯設備等）      

電灯コンセン

ト設備 

被害箇所，程度 
有・無

 使用可能な被害か   

電灯コンセン

ト設備 

電源の状況 
有・無

 電源は供給されるか   

電灯コンセン

ト設備 

応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

動力設備 被害箇所，程度 有・無  使用可能な被害か   

動力設備 電源の状況 有・無  電源は供給されるか   

動力設備 応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

自動火災報知

設備 

被害箇所，程度 
有・無

 使用可能な被害か   

自動火災報知

設備 

電源の状況 
有・無

 電源は供給されるか   

自動火災報知

設備 

応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

消火設備 被害箇所，程度 有・無  使用可能な被害か   

消火設備 電源の状況 有・無  電源は供給されるか   

消火設備 応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 

  

電話，放送設

備 

被害箇所，程度 
有・無

 使用可能な被害か   

電話，放送設

備 

電源の状況 
有・無

 電源は供給されるか   

6 

 

電話，放送設

備 

応急復旧の可能性 
有・無

 系統のダメージの度

合い 
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１．２ 管渠調査等の様式集 

様式-18：(管)緊急調査表（汚 水） 

 

○○○○地震 ○○○地区汚水管渠緊急調査表 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 調査施設 調査箇所 調 査 項 目 
異常の

有 無

被害形態

及び程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

マンホール周辺の路面の異常 有・無  

管路周辺の路面の異常 
有・無

 

主要幹線，避難道路，災害復旧道路を

あらかじめ決めておき，優先的に調査

を行う。 

マンホールからの下水の流出

の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入の

有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流入

の有無 
有・無

    

1 ○ ○汚水

幹線 

○○町 

○ ○ ○ ○

番地先 

マンホール蓋，蓋受枠の異常 有・無     

伏越しマンホール周辺の路面

の異常 
有・無

    

伏越し管路周辺の路面の異常 有・無     

伏越しマンホールからの下水

の流出の有無 
有・無

    

伏越し管内への地下水等の流

入の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠の異常 有・無     

2 伏越し部 ○○町 

○ ○ ○ ○

番地先 

河川の状況 有・無  ・堤体，水路部等の異常  

橋脚，橋台の異常 有・無     

管路部の異常 有・無     

管路からの下水の流出の有無 有・無     

3 水管橋部 ○○町 

○ ○ ○ ○

番地先 

河川の状況 有・無  ・堤体，水路部等の異常  

管路周辺の路面の異常 有・無     4 圧送管部 ○○町 

○ ○ ○ ○

番地先 
管路からの下水の流出の有無

有・無
    

マンホール周辺の路面の異常 有・無     

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流出

の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入の

有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流入

の有無 
有・無

    

5 ○ ○病院

付近施設 

○○町 

○ ○ ○ ○

番地先 

マンホール蓋，蓋受枠の異常 有・無     

（他機関からの情報

による調査箇所） 

 
 

    

情 報提供

番号＝ 

No ○○○

○ 

（ 情 報 提

供者名  

○ ○ ○

○） 

 

 

    

マンホール周辺の路面の異常 有・無     

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流出

の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入の

有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流入

の有無 
有・無

    

6 

○○地区 ○○町 

○ ○ ○ ○

○番地先 

マンホール蓋，蓋受枠の異常 有・無     
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No 
調査施

設 
調査箇所 調査項目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

（住民からの通報に

よる調査箇所） 

 
 

    

通報番号＝No○○○       

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物流入の

有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流

入の有無 
有・無

    

7 

○ ○ 地

区 

○○町 

○○○○

番地先 

マンホール蓋，蓋受枠の異

常 
有・無
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様式-19：(管)緊急調査表（雨 水） 

 

○○○○地震 ○○○地区雨水管渠緊急調査表 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 
調査施

設 
調査箇所 調 査 項 目 

異常の

有 無

被害形態

及び程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

マンホール周辺の路面の異常
有・無

 ・暗渠と開渠の併用雨水

幹線 

 

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流出

の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入の

有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠の異常 有・無     

雨水吐き室の異常 有・無     

1 ○ ○ 雨

水幹線 

○○町 

○○○○

番地先 

護岸・堤体の異常 有・無     

開渠周辺の路面の異常 有・無  ・開渠の雨水幹線  

開渠構造物の異常 有・無     

護岸，堤体の異常 有・無     

開渠内への危険物の流入の有

無 
有・無

    

2 ○ ○ ○

雨 水 幹

線 （ 開

渠） 

○○町 

○○○○

番地先 

開渠内への地下水等の流入の

有無 
有・無

    

護岸，堤体の異常 有・無     

樋門，樋管の異常 有・無     

放流ゲートの緊急閉止可能の

有無 
有・無

    

3 ○ ○ 吐

口 

○○町 

○○○○

番地先 

河川の状況 有・無  ・堤体，水路部等の異常  

護岸，堤体の異常 有・無     

放流施設の異常 有・無     

4 ○ ○ 雨

水 調 整

池 

○○町 

○○○○

番地先 流入施設の異常 有・無     

マンホール周辺の路面の異常 有・無     

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流出

の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入の

有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流入

の有無 
有・無

    

5 ○ ○ 病

院 付 近

施設 

○○町 

○○○○

番地先 

マンホール蓋，蓋受枠の異常 有・務     

（他機関からの情報

による調査箇所） 

 
 

    

情 報 提

供 番 号

＝ N o ○

○○ 

（情報提

供者名 

○ ○ ○

○） 

 

 

    

マンホール周辺の路面の異常 有・無     

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流出

の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入の

有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流入

の有無 
有・無

    

6 

○ ○ 地

区 

○○町 

○○○○

番地先 

マンホール蓋，蓋受枠の異常 有・無     
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No 
調査施

設 
調査箇所 調査項目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

（住民からの通報に

よる調査箇所） 

 
 

    

通報番号＝No○○○       

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

下水管内への地下水等の流

入の有無 
有・無

    

7 

○ ○ 地

区 

○○町 

○○○○

番地先 

マンホール蓋，蓋受枠の異

常 
有・無
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様式-20：(管)応急調査表（汚水） 

 

○○○○地震 ○○○地区汚水管渠緊急調査表 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 
注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 
調査施

設 
調査箇所 調 査 項 目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No 

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

 

管路周辺の路面の異常 有・無  

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

 

・台地から低地への移行地域。地盤

の液状化が予想される地域。軟弱

地盤の地域を重点的に調査する。 

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ,破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ,破

損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ，破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ,破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

侵入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

1 ○ ○ 汚

水幹線 

○○町 

○○○○

番地先 

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

伏越しマンホール周辺の路

面の異常 
有・無

    

伏越し管路周辺の路面の異

常 
有・無

    

伏越しマンホールからの下

水の流出の有無 
有・無

    

伏越し管内への地下水等の

流入の有無 
有・無

    

伏越し管のたるみ，蛇行 有・無     

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ，破損 
有・無

    

2 伏 越 し

部 

○○町 

○○○○

番地先 

河川の状況 有・無     

橋脚，橋台の異常 有・無  

可攪継手のずれ破損 
有・無

 

・緊急調査よりも被害箇所を詳細に

調査し被害程度を項目別に記入す

る。 

リングサポートのずれ，破

損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管の溶接部の亀裂 有・無     

3 水 管 橋

部 

○○町 

○○○○

番地先 

管路からの下水の流出の有

無 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

管の破損，亀裂 有・無     

管路からの下水の流出の有

無 
有・無

    

泥吐部の破損 有・無     

4 圧 送 管

部 

○○町 

○○○○

番地先 

空気抜弁の破損 有・無     
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No 
調査施

設 
調査箇所 調 査 項 目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No 

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ，破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ，

破損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ，破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ，破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

浸入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

取付け管の異常 有・無     

取付けますの異常 有・無     

5 ○ ○ 病

院 付 近

施設 

○○町 

○○○○

番地先 

その他の被害 有・無     

（他機関からの情報

による調査箇所） 

 
 

    

情 報 提

供 番 号

＝ 

N o ○ ○

○○ 

（情報提

供者名  

○ ○ ○

○） 

 

 

    

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ，破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ，

破損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ，破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ，破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

侵入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

取付け管の異常 有・無     

取付けますの異常 有・無     

6 

○ ○ 地

区 

○○町 

○○○○

○番地先 

その他の被害 有・無     

 



 57

No 
調査施

設 
調査箇所 調査項目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No 

（住民からの通報に

よる調査箇所） 

 
 

    

通報番号＝No○○○       

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ，破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ，

破損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ，破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ，破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

侵入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

取付け管の異常 有・無     

取付けますの異常 有・無     

7 

○ ○ 地

区 

○○町 

○○○○

番地先 

その他の被害 有・無     
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様式-21：(管)応急調査表（雨 水） 

 

○○○○地震 ○○○地区雨水管渠緊急調査表 

調査日時  平成○年○○月○○日 

調査者氏名 ○○○○課 ○○○○○ 

注：（視点）欄には，調査者が調査時に持つべき視点について解説した。 

No 
調査施

設 
調査箇所 調 査 項 目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

 

管路周辺の路面の異常 有・無  

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

 

・台地から低地への移行地域。地盤

の液状化が予想される地域。軟弱

地盤の地域を重点的に調査する。

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ,破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ,破

損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ,破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ，破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

侵入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

雨水吐き室の亀裂・破損 有・無     

護岸・堤体の亀裂・破損 有・無     

1 ○ ○ 雨

水幹線 

（ 暗

渠） 

○○町 

○○○○

番地先 

その他の被害 有・無     

開渠周辺の路面の異常 有・無     

開渠構造物の亀裂，破損 有・無     

護岸，堤体の亀裂，破損 有・無     

開渠内への危険物の流入の

有無 
有・無

    

開渠内への地下水等の流入

の有無 
有・無

    

開渠内への土砂の堆積及び

流下状況 
有・無

    

蓋掛け開渠の蓋の水路内へ

の脱落 
有・無

    

2 ○ ○ ○

雨 水 幹

線 （ 開

渠） 

○○町 

○○○○

番地先 

開渠防護柵のずれ，破損 有・無     

護岸，堤体の亀裂，破損 有・無     

樋門，樋管の亀裂，破損 有・無     

3 ○ ○ 吐

口 

○○町 

○○○○

番地先 放流ゲートの緊急閉止可能

の有無 
有・無

    

護岸，堤体の異常 有・無     

分水構造物の亀裂，破損 有・無     

導水渠のずれ，破損 有・無     

放流施設構造物の亀裂，破

損 
有・無

    

4 ○ ○ 雨

水 調 整

池 

○○町 

○○○○

番地先 

放流渠構造物の亀裂，破損 有・無     
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No 
調査施

設 
調査箇所 調 査 項 目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No 

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ，破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ，

破損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ，破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ，破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

浸入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

取付け管の異常 有・無     

取付けますの異常 有・無     

5 ○ ○ 病

院 付 近

施設 

○○町 

○○○○

番地先 

その他の被害 有・無     

（他機関からの情報

による調査箇所） 

 
 

    

情 報 提

供 番 号

＝ 

N o ○ ○

○○ 

（情報提

供者名  

○ ○ ○

○） 

 

 

    

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ，破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ，

破損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ，破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ，破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

侵入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

取付け管の異常 有・無     

取付けますの異常 有・無     

6 

○ ○ 地

区 

○○町 

○○○○

○番地先 

その他の被害 有・無     
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No 
調査施

設 
調査箇所 調査項目 

異常の

有 無

被害形態 

および程度

調査者所見 

（視点） 
緊急措置 

図・ 

写真No 

（住民からの通報に

よる調査箇所） 

 
 

    

通報番号＝No○○○       

マンホール周辺の路面の異

常 
有・無

    

管路周辺の路面の異常 有・無     

マンホールからの下水の流

出の有無 
有・無

    

下水管内への危険物の流入

の有無 
有・無

    

マンホール蓋，蓋受枠のず

れ，破損 
有・無

    

マンホール内側壁のずれ，

破損 
有・無

    

マンホール内の土砂堆積及

び流下状況 
有・無

    

マンホールと本管の接続部

のずれ，破損 
有・無

    

本管継ぎ目のはなれ，開

き，ずれ，破損 
有・無

    

管のたるみ，蛇行 有・無     

管内への地下水，土砂等の

侵入の有無 
有・無

    

パッキンの外れ，目地材の

離脱の有無 
有・無

    

本管内の土砂堆積及び流下

状況 
有・無

    

取付け管の異常 有・無     

取付けますの異常 有・無     

7 

○ ○ 地

区 

○○町 

○○○○

番地先 

その他の被害 有・無     

 


